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の
総
人
口
十
二
億
を
上
方
修
正
し
、

十
二
億
五
千
万
人
と
せ
ざ
る
を
得

ー
・
ブ
ー
ム
期
と
な
り
、
当
初
、
中
国
政
府
が
予
測
し
て
い
た
、
中
国

ま
た
、

八
十
六
年
か
ら
今
世
紀
末
に
か
け
一
億
組
が
結
婚
し
、

ペ
ピ

ご
。t
 
は
、
毎
日
、

ひ
と
つ
の
町
が
で
き
る
だ
け
の
人
口
増
加
が
あ
っ
た
わ
け

一
万
二
千
人
、
毎
分
二
十
二
人
の
増
加
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

中
国
で

五
年
の
間
に
、

年
平
均
人
口
増
加
数
は
約
一
、
一
六
六
•
八
万
人
、
毎
日

し
か
し
、

絶
対
的
人
口
規
模
が
大
き
い
た
め
、

一
九
八
一
年
か
ら
八

こ
。t
 
六
％
か
ら
八
十
年
代
中
期
に
は

一
人
っ
子
政
策
の
導
入
に
よ
り
人
口
増
加
率
は
、

一
九
七
六
年
の
ニ
・

か
ら
人
口
政
策
の
一
環
と
し
て
、
“
l

人
っ
子
政
策
“

を
取
り
入
れ
た
。

会
経
済
発
展
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

（
台
湾
、
香
港
、

一
九
八

0
年
三
月

-
％
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
で
き

十
億
六
干
万
人
弱

マ
カ
オ
を
除
く
）
。
人
口
増
加
が
社

中
国
は
、

世
界
最
大
の
人
口
大
国
で
、

会
よ
り
別
項
の
一
九
八
六
年
末
現
在
の
人
ロ
・
計
画
生
育
に
関
す
る
資

料
を
入
手
し
た
。

本
協
会
は
、

● ""贔

一
九
八
六
年
末
の
総
人
口
は
、

こ
の
ほ
ど
中
国
訪
問
の
際
、
中
国
国
家
計
画
生
育
委
員

急
速
な
テ
ン
ポ
で
ふ
え
続
け

九
八
六
年
末
で
十
値
六
↑
ガ
人

_
—
毎
日
、
三
万
二
千
人
が
増
加

上
方
修
正
、
不
可
避
の
状
況
に
—
—
_

•. 一··~·・ー・・ー・・
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の
人
口
は
四
•
九
％
、
中
位
数
年
齢
は
ニ
ニ
・
九
オ
で
あ
る
。

割
合
は
六
四
•
四
％
、

o
i
―
四
オ
の
年
少
人
口
は
三
三
・
六
％

六
五
才
以
上

調
森
資
料
に
よ
る
と
‘

（二）

人
口
の
年
齢
構
成
が
比
較
的
若
い
。

平
均
純
増
加
数
は
三
・
ニ
万
人
、

分
平
均
純
増
加
数
は
二
二
人
で
あ
っ
た
。

一
九
八
二
年
の
第
三
次
全
国
人
ロ
一
斉

総
人
口
中
三

0
オ
お
よ
び
三

0
オ
以
下
の
人
口
が
占
め
る

ヵ
年
計
画
期
間
に
お
い
て
、

年
平
均
人
口
増
加
数
は
約

一
六
六
•
八
万
人
、

日

総
人
口
は
一

0
億
六

f
万
人
弱
（
台
湾
、
香
港
、
マ
カ
オ
を
除
く
）

四
九
年
の
わ
か
国
の
大
陸
総
人
口
は
五
億
四
千
百
万
人
で
あ
り
、

八
億
を
越
え
‘

八
一
年
か
ら
一
九
八
五
年
の
国
民
経
済
お
よ
び
社
会
の
発
展
に
関
す
る
第
六
次
五

一
九
七
四
年
に
九
億
を
‘
一
九
八
一
年
に
一

0
億
を
越
え
た
。
一
九

一
九
六
九
年
に

で
あ
る
。

一
九

日
人
口
の
基
数
が
大
き
く
増
加
速
度
が
速
い
。

一
九
八
六
年
末
に
お
け
る
全
国

"""""""' 

ヽ

人
口
増
加
の
現
状
と
特
徴

題
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
生
育
の
実
行
は
わ
が
国
の
碁
本
国
策
で
あ
る
。

が
国
の
経
済
・
杜
会
発
展
に
お
い
て
、

人
口
問
題
は
一
貰
し
て
極
め
て
重
要
な
問

の
約
―
―
二
％
を
占
め
る
わ
が
国
は
‘

恨
界
で
最
も
人
口
の
多
い
国
家
で
あ
る
。

わ

化
・
技
術
が
比
較
的
遅
れ
た
発
展
途
上
の
国
家
で
あ
る
。

ま
た
‘

総
人
口
が
世
界

わ
が
国
は
社
会
主
義
国
家
で
あ
り
、
人
口
が
多
く
、
基
盤
が
弱
く
、

経
済
・
文

中
国
の
計
画
生
育

中
部
人
民
共
和
国
国
家
計
画
生
育
委
員
会

一
九
八
七
年

． 

て
も
過
言
で
な
い
。

（
遠
藤
正
昭
記
）

る
今
日
、

中
国
の
人
口
政
策
が
世
界
人
口
の
方
向
性
を
決
め
る
と
言
っ

世
界
人
口
五
十
億
に
お
け
る
約
二
十
二
％
が
中
国
人
口
で
占
め
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
て
き
た
。
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一
九
九

0
年
末
ま
で
に
大
陸
の
総
人
口
を

ー、

三

0

0
万
人
以
内
に
、
人
口

抑
制
す
る
よ
う
極
力
努
め
る
。

い
に
努
力
す
る
。

額
を
四
倍
に
し
、
人
民
の
物
質
文
化
生
活
を
中
流
の
水
準
に
引
き
上
げ
る
よ
う
大

経
済
効
率
を
不
断
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
前
提
の
下
に

次
の
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

一
九
八
一
年
か
ら
今
世
紀
末
ま
で
に 八
〇

(=l 

わ
が
国
の
人

衡
と
も
協
調
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
国
の
人
口
政
策
と
は
即
ち
人
口
の
数
の

を
経
済
‘

か
つ
、
資
源
利
用
、

環
境
保
護
や
生
態
均

展
さ
せ
る
と
同
時
に
計
画
的
に
人
口
の
速
す
ぎ
る
増
加
を
抑
制
し

（一）

二、

と
思
わ
れ
る
。

蒙
古
、
寧
夏
、

廿
粛
、
新
張
、

青
洵
、

人
口
政
策
と
そ
の
目
標

わ
が
国
が
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
‘

杜
会
の
発
展
と
適
応
さ
せ
、

抑
制
と
質
の
向
上
で
あ
る
。

人
口
と
経
済
お
よ
び
社
会
発
展
の
目
標
。

1
0
人
／
畑
で
あ
る
。

計
画
的
に
大
い
に
経
済
を
発

一
九
七
三
年
以
来
、

人
口
の
増
加

口
計
画
は
経
済
お
よ
び
社
会
の
発
展
計
画
全
体
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

年
代
以
後
、

同
時
に
‘

工
農
業
の
年
間
生
産
総

今
世
紀
末
ま
で
に
わ
が
国
の
人
口
を
―
二
億
前
後
に

わ
が
国
の
国
民
経
済
お
よ
び
杜
会
の
発
展
に
関
す
る
第
七
次
五
ヵ
年
計
画
は
‘

国

人

口

密

度

が

高

い

。

全
国
の
平
均
人
口
密
度
は

闘

全

国

で

約

八

0
％
の
人
が
農
村
で
生
活
。

が
ヽ

人
口
は
九
四
％
、
人
口
密
度
は
ニ
―
―
三
人
／
畑
に
達
し
て
い
る
。

す
る
二
三
の
省
、

自
治
区
、
直
轄
市
は
‘

面
積
は
全
国
総
面
積
の
四
五
％
で
あ
る

の
六

・
O
％
、
人
口
密
度
は

八
人
／
畑
に
す
ぎ
な
い
。

東
部
南
部
に
位
置

の
面
積
が
全
国
総
面
積
の
五
五
％
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
口
は
総
人
口

西
蔵
の
六
つ
の
省
お
よ
び
自
治
区
は
、

そ

□

人

口

の

分

布

が

極

め

て

不

均

衡

゜

わ
が
国
の
西
北
、
西
南
部
に
位
涸
す
る
内

一
九
九
七
年
の
間
に
術
年
平
均

1
0
0
万
組
の
男
女
が
結
婚
・
出
産
期
に
入
る

っ
て
膨
大
な
人
数
が
結
婚
、
出
産
の
年
齢
に
入
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
五
年
か
ら

こ
の
年
齢
構
成
は
以
下
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今
後
か
な
り
の
長
期
に
わ
た

- 3 -



協
か
ら
一
九
八
一
年
の
三
四
•
六
八
協
に
低
下
し
た
。

現
在
新
し
い
方
法
に
よ
る

四
人
口
の
質
が
更
に
向
上
し
た
。

一
九
四
九
年
と
比
べ

わ
が
国
の
平
均
寿
命

て
い
る
。

一
九
八
五
年
の
計
画
出
産
率
は
七
四
％
に
達
し
た
。

（三） が
四

•
O

一
九
八
三
年
が
二

•
O
七
で
あ
る
。

計
特
殊
出
生
率
は
五

0
年
代
が
五
•
八
七

六
0

年
代
が
五
•
六
八
‘

七

0
年
代

口
合
計
特
殊
出
生
率
が
低
下
し
た
。

抜
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、

わ
が
国
の
合

つ

た
〇

の
自
然
増
加
率
を
年
平
均
―
二
•
四
協
前
後
に
抑
制
す
る
よ
う
提
起
し
た
。

八
一
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
お
け
る
わ
が
国
の
エ
牒
業
生
産
総
額
は
毎
年
平
均
一

-
％
逓
増
し
、

た
。
実
績
が
証
明
す
る
通
り
、

人
口
の
出
生
率
、

四
三
協
、

ぞ
れ
一
七
•
八

o
r
o
o
と
一

出
生
、

同
時
に
人
口
の
平
均
自
然
増
加
率
は
一
九
七
三
年
以
前
の
ニ
―
妬

七

0
年
代
以
前
の
年
平
均
増
加
率
ニ
・
ニ
％
と
い
う
水
準
を
大
き
く
越
え

計
画
経
済
を
実
行
す
る
と
同
時
に
計
画
生
育
や
人

計
画
生
育
活
動
の
成
果

死
亡
率
‘

以
前
わ
が
国
は
人
口
出
生
率
が
高
く
‘

前
は
二
五
陥
と
高
か
っ
た
が
一
九
七
三
年
以
後
は
七

roo前
後
に
安
定
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
人
口
の
再
生
産
は
、
建
国
前
の
無
計
画
な
増
加
と
建
国
後
の
“
高

低
死
亡
、
高
自
然
増
加
“

例
え
ば
一
九
七

0
年
の
出
生
率
は
三
三
・

の
段
階
を
経
て
漸
次
計
画
的
増
加
の
段
階
に
入

大
多
数
の
出
産
適
齢
夫
婦
は
意
識
的
に
避
妊
・
計
画
出
産
の
措
置
を
採
用
し

ま
た
女
性
の
平
均

初
婚
年
齢
は
五

0
年
代
の
十
九
歳
か
ら
八

0
年
代
の
ニ
―
―
歳
前
後
に
高
ま
っ
た
。

は
三
五
歳
か
ら
一
九
八
五
年
の
六
八
・
九
歳
に
向
上
し
、

乳
児
死
亡
率
は
二

0

0

――三

rOO
に
低
下
し
た
。

死
亡
率
は
一
九
四
九
年
以

自
然
増
加
率
は
二
五
•
八
三
％
で
あ
っ
た
が

一
九
八
五
年
に
は
そ
れ

（一）

自
然
増
加
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
。

七

0
年
代

計
画
生
育
の
実
行
以
来
得
た
主
な
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

l-

、

成
功
し
て
い
る
。

口
の
速
す
ぎ
る
増
加
の
抑
制
を
行
う
と
い
う
政
策
は
‘
わ
が
国
の
国
情
に
合
致
し

増
し
か
ら

五
四
協
に
低
下
し
た
。

一
人
あ
た
り
の
収
入
は
年
平
均
九
・
ニ
％
逓

一
九

- 4 -



画
的
に
二
人
の
子
供
を
も
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

統
計
に
よ
る
と
、

現
在
自
由

人
や
地
域
に
あ
っ
た
種
々
の
方
法
を
用
い
て
適
宜
処
憤
す
る
。

地
域
の
経
済
や
文
化
の
条
件
、
人
口
構
成
の
状
況
、

大
衆
の
意
志
に
基
づ
き
、

実

夫
婦
が
一
人
の
子
供
を
も
つ
こ
と
を
提
唱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
国
は
各

婚
・
出
産
期
に
入
る
。

わ
が
国
は
か
な
り
長
い
歴
史
的
期
間
に
わ
た
っ
て
一
組
の

今
世
紀
末
に
至
る
出
産
ピ
ー
ク
に
は
‘

口
の
現
状
と
人
口
の
目
標
に
甚
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
。

一
九
八
六
年
か
ら
始
ま
り

特
別
な
場
合
に
は
三
人
の
子
供
を
も
っ
て
よ
い
。

こ
の
出
産
政
策
は
わ
が
国
の
人

（一）
中
国
の
計
画
生
育
政
策
は
主
に
以
下
の
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

出
産
政
策
。

人
の
子
供
を
も
つ
こ
と
を
提
唱
す
る
~
実
際
上
困
難
な
夫
婦
に
は
計
画
的
に
第
二

子
を
も
つ
こ
と
を
認
め
る
~
少
数
民
族
は
一
般
に
―
一
人
の
子
供
を
も
っ
て
よ
く
、

際
か
ら
出
発
し
、

一
般
的
な
情
況
の
も
と
で
、

一
億
組
強
の
出
産
適
齢
夫
婦
が
次
々
と
結

都
市
に
お
い
て
は
特
別
な
情
況
が
な
い
か
ぎ
り
一
組

の
夫
婦
は
一
人
の
子
供
を
も
ち
、
農
村
に
お
い
て
は
実
際
上
困
難
な
夫
婦
に
は
計

意
志
で
一
生
に
た
だ
一
人
の
子
供
を
も
つ
夫
婦
は
全
国
の
既
婚
出
産
適
齢
夫
婦
の

晩
婚
、

晩
育
、

少
産
、

優
生
を
提
唱
す
る

一
組
の
夫
婦
が

四、

計
画
生
育
政
策

の
三
一

六
％
か
ら
一
九
八
五
年
の
一
九
・
七
％
に
減
少
し
て
い
る
。

れ
つ
つ
あ
る
。

一
生
に
た
だ
一
人
の
子
供
を
も
つ
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
多
産
は
一
九
八

0
年

一
九
八
五
年
に
は
全
国
で
一
―
‘

九
五

0
万
組
の
出
産
適
齢
夫
婦
が

い
伝
統
が
晩
婚
、

晩
育
、
少
産
、
優
生
の
新
し
い
出
産
観
に
漸
次
と
っ
て
代
わ
ら

文
化
水
準
の
向
上
に
伴
い
、

出
産
観
に
転
換
が
起
こ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
早
婚
、

早
育
、
多
産
、

劣
生
の
古

農
村
経
済
改
革
後
は
経
済

広
範
な
大
衆
の
伝
統
的

国

大

衆

の

出

産

観

が

変

化

し

て

い

る

。

1
0
数
年
の
宣
伝
教
育
を
経
て
、

特
に

の
学
習
に
進
み
、

入
学
率
は
九
五
•
九
％
に
達
し
た
。

て
い
る
。

一
九
八
五
年
に
わ
が
国
で
は
九
、

九
四
―
―
万
人
の
適
齢
児
童
が
学
村
で

亡
率
は
0
•

五
協
で
あ
り
広
範
な
婦
人
と
児
童
の
健
康
状
況
が
不
断
に
改
善
さ
れ

助
産
率
は
九
三
％
に
達
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
都
市
が
九
九
％
、
産
婦
の
平
均
死
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で
あ
る
。

は
、
政
府
は
こ
れ
を
許
可
す
る
も
の
で
あ
る
。

婦
女
が
避
妊
の
失
敗
あ
る
い
は
健

コ
ン
ド
ー
ム
三
・
ニ
％
、

-
％
で
あ
る
。

わ
が
国
は
人
工
妊
娠
中
絶
に
頼
ら
ず
に
人
口
を
抑
制
す
る
が
、
本
人
自
ら
が
希

望
し
‘
健
康
状
態
が
許
し
、

安
全
か
つ
信
頼
で
き
る
技
術
的
保
証
が
あ
る
場
合
に

康
等
の
原
因
に
よ
り
、
懐
妊
後
人
工
妊
娠
中
絶
を
要
求
す
る
こ
と
は
彼
女
の
権
利

％
 

そ
の
他

九
％
、

女
子
不
妊
手
術
三
六
•
八
％
、

ピ
ル
六
•
三
％
、
外
用
薬

0

．
七

画
出
産
措
置
を
採
用
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち

~
I
U
D

四

0
%

、

ー
ヴ
ィ
ス
を
無
料
で
提
供
す
る
。

ロ

避
妊
方
法

後
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
で
統
一
し
た
規
定
は
無
い
が
、

一
般
に
は
夫
婦
の
収
入
の
約
五

1

1
0
 ％
前

面
の
奨
励
と
制
限
の
措
置
を
採
用
し
て
補
助
的
手
段
と
す
る
。

奨
励
の
具
体
的
な
方
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
人
の
子
供
を
も
つ
家
庭
に
対
し
て
は
‘

当
な
額
の
一
人
っ
子
保
健
費
を
支
給
し
、
産
婦
の
産
休
を
延
長
し
、

間
の
賃
金
は
そ
の
と
お
り
支
給
す
る
。

負
農
地
を
多
く
支
給
す
る
か
或
い
は
請
負
穀
物
を
減
ら
す
ほ
か
、

ー
ヴ
ィ
ス
を
優
先
的
に
提
供
し
一
人
っ
子
家
庭
が
豊
か
に
な
る
よ
う
援
助
す
る
。

こ
の
他
に
も
条
件
の
整
っ
た
地
域
で
は
医
師
の
診
療
‘

就
職
、

都
市
の
住
居
、

ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
。

制
限
措
置
の
主
な
も
の
は
‘

期
間
一
定
の
費
用
を
徴
収
す
る
こ
と
で
あ
る
。

技
術
政
策
。

は
大
衆
が
自
由
意
志
で
選
択
し
、

都
市
に
お
け
る
一
生
に
た
だ

子
女
が
満
―
四
オ
に
な
る
ま
で
毎
月
適

か
つ
産
休
期

農
村
の
一
人
っ
子
家
庭
に
対
し
て
は
‘

融
資
や
技
術
サ

託
児
所
の
利
用
、

請

入
学
、

農
村
の
敷
地
分
配
等
の
各
方
面
で
種
々
の
優
待
お
よ
び
サ

計
画
に
沿
わ
な
い
出
産
を
す
る
夫
婦
か
ら
一
定
の

額
お
よ
び
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
、

避
妊
を
主
と
し
た
総
合
的
計
画
出
産
を
提
唱
す
る
。

国
家
は
各
種
の
避
妊
薬
・
器
具
、

避
妊
技
術
サ

一
九
八
五
年
に
は
一
億
四
千
万
組
の
出
産
適
齢
夫
婦
が
自
由
意
志
で
避
妊
・
計

男
子
不
妊
手
術

口
奨
励
と
制
限
政
策
。

宜
伝
教
育
の
強
化
を
前
提
と
し
、

一
六
％
、
農
村
で
は
一

0
％
で
あ
る
。

同
時
に
一
部
の
経
済
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同
時
に
、

わ
が
国
と
世
界
の
他
の
国
家
と
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
の
二
国
間
交

す
る
研
究
水
準
を
向
上
さ
せ
た
。

し
進
め
、
有
益
な
経
験
を
汲
み
取
り
、

わ
が
国
の
人
口
学
と
計
画
生
育
科
学
に
関

二
期
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

計
画
生
育
活
動
に
対
し
援
助
を
提
供
し
た
。

一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
九
年
の
第

[
U
’

こ

。

f
し
f

同
甚
金
は
一
九
八

0
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
わ
が
国
の
人
口
お
よ
び

一
九
七
九
年
に
わ
が
国
政
府
と
国
連
人
口
活
動
塞
金
は

”
了
解
覚
え
書
“
に
調

栄
に
も
第
一
回
国
連
人
口
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。

果
は
‘

一
九
八
三
年
に
わ
が
国
は
光

し
た
。

計
画
生
育
の
実
施

計
画
生
育
の
実
施
原
則
は
“
国
家
の
指
導
と
大
衆
の
自
由
意
志
と
の
結
合
“

国
家
の
指
導
と
は
即
ち
、

ロ
発
展
の
戦
略
お
よ
び
計
画
を
制
定
し
、

定
し
、

宣
伝
、

技
術
、

社
会
主
義
建
設
の
総
任
務
、

総
目
標
に
基
づ
き
、

政
策
、
法
律
、
条
例
、

薬
・
器
具
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
、

で

活
動
方
針
を
制

関
係
各
部
門
を
組

織
的
に
協
調
さ
せ
て
共
同
で
計
画
生
育
活
動
を
行
い
、
計
画
生
育
活
動
網
に
よ
る

管
理
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

大
衆
の
自
由
意
志
と
は
即
ち
、
大
衆
が
自

キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
お
い
て
開
か
れ
た
、
国
連
•
国
際
人
口
会
議
に
国
家
計
画
生
育

委
貝
会
主
任
王
偉
を
団
長
と
す
る
代
表
団
を
派
遣
し
、
各
国
の
代
表
と
国
際
人
口

人
口
お
よ
び
計
画
生
育
活
動
の
経
験
交
流
を
行
な

わ
が
国
は
ア
ジ
ア
大
平
洋
地
域
の
人
口
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

わ
が
国
が
人
口
と
計
画
生
育
の
領
域
に
お
い
て
こ
こ
数
年
に
獲
得
し
た
成

国
際
社
会
の
称
賛
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

を
通
じ
て
、

わ
が
国
は
国
際
的
人
口
関
係
機
関
と
広
範
か
つ
友
好
的
な
交
流
を
推

流
も
不
断
に
増
進
し
た
わ
が
国
は
多
く
の
発
展
途
上
国
家
と
か
な
り
密
接
な
関
係

つ

た

゜
ま
た

問
題
に
つ
い
て
討
論
を
進
め
、

覚
を
持
っ
て
級
官
吏
を
出
席
さ
せ
て
い
る
。

わ
が
国
政
府
は
‘

一
九
八
四
年
に
メ

あ
る
。 五、

~
0
•

五
九
で
あ
る
。

統
計
に
よ
る
と
、

一
九
八
三
年
に
お
け
る
出
産
と
人
工
妊
娠
中
絶
の
比
率
は

人
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育
協
会
は
中
国
に
お
け
る
国
際
家
族
計
画
連
盟
の
活
動
の
一
部
を
請
け
負
っ
て
い

わ
が
国
は
対
外
開
放
政
策
の
指
導
の
下
に
、

国
と
友
好
的
な
交
流
を
推
し
進
め
‘

全
て
の
国
際
人
口
組
織
お
よ
び
各

世
界
人
口
を
安
定
さ
せ
‘

経
済
お
よ
び
社
会

の
発
展
を
促
進
す
る
と
い
う
偉
大
な
事
業
を
な
し
遂
げ
る
た
め
に
相
応
の
貢
献
を

な
す
で
あ
ろ
う
。

が
進
め
る
各
種
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

（
翻
訳
・
事
務
局
）

発
に
関
す
る
世
界
委
貝
会
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

る。

人
口
に
関
す
る
国
際
議
貝
活
動
を
支
持
す
る
た
め
に
、

わ
が
国
は
人
口
と
開

と
国
際
家
族
計
画
連
盟
は
有
益
な
協
力
活
動
を
進
め
て
い
る
。

わ
が
国
の
計
画
生

地
城
の
分
会
に
参
加
し
て
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
一
年
以
来
、

わ
が
国

中
国
計
画
生
育
協
会
は
国
際
家
族
計
画
連
盟
の
一
員
で
あ
り
、

等
の
二

0
近
く
の
民
間
組
織
と
多
く
の
方
面
で
共
同
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
大
平
洋

ー
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
、

ア
メ
リ
カ
人
口
危
機
委
貝
会
、

ア
メ
リ
カ
人
口
学
会

わ
が
国
は
日
本
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
、
ポ
ピ
ュ
レ

を
進
め
て
い
る
。

国

フ
ラ
ン
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
等
の
国
々
と
避
妊
薬
・
器
具
開
発
等
の
方
面
で
交
流

を
進
め
て
い
る
。

ヽ

さ
ら
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和

年
以
来
、

日
本
政
府
と
は
計
画
生
育
宣
伝
教
育
等
の
方
面
で
成
果
に
富
ん
だ
協
力

わ
が
国
は
一
部
の
先
進
国
と
良
好
な
二
固
間
交
流
を
有
し
て
い
る
。

一
九
八
―
―

て
い
る
。

）レ
ヽ

ル
ワ
ン
ダ
、

ベ
ナ
ン
等
の
国
家
と
も
人
材
の
相
互
訪
問
等
の
活
動
を
行
な
っ

進
め
て
い
る
。

そ
の
他
フ
ィ
リ
ピ
ン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

メ
キ
シ
コ
、

ブ
ラ
ジ

部
長
ク
ラ
ス
の
代
表
団
の
相
互
訪
問
活
動
を
展
開
し
、

同
時
に
長
期
的
な
協
力
を

を
打
ち
立
て
た
。

一
九
八
三
年
か
ら
わ
が
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
人
口
部
門
は
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だ
さ
れ
た
。

と
名
付
け
た
）

に
つ
い
て
拇
士
論
文
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
が
中
国
最
初
の
社
会
科

壺
資
料
を
携
え
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
留
学
し
、

い
た
。
）
宅
で
休
養
し
つ
つ

一
九
三
六
年
夏
、
そ
の
調

（
費
達
生
は
、
日
本
に
も
留
学
し
た
こ
と
あ
り
‘
養
蛋
の
指
導
を
こ
の
村
で
し
て

さ
て
、
痛
手
の
中
で
費
孝
通
は
‘
故
郷
の
鎮
に
ち
か
い
呉
江
県
開
弦
弓
村
の
姉

こ
よ
っ
て

1) 

な
測
察
と
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
限
ら
れ
た
狭
い
耕
地
を
め
ぐ
っ
て
強
い

は
、
人
口
杜
会
学
的
に
み
て
実
に
典
味
深
い
犀
利

新
妻
を
失
う
。

翌
三
六
年
に
費
孝
通
が
執
箪
し
た
王
同
恵
女
士
遺
著

同
年
暮
に
広
西
・
瑶
族
の
調
査
に
で
か
け
て
負
傷
し

呉
文
藻
の
教
え
を
う
け
‘

そ
の
後
清
華
大
学
大
学
院
に
進
む
。

は

江
蘇
省
呉
江
県
松
陵
鎮
に
生
ま
れ
た
。

四、

費
孝
通
と
小
城
鎮
調
査
若

林

敬

原
生
省
人
口
問
題
研
究
所
地
域
構
造
研
究
室
室
長

中
国
が
生
ん
だ
世
界
的
に
蒋
名
な
社
会
学
者
・
社
会
人
類
学
者
で
あ
る
費
孝
通

一
九
一

0
年
十
一
月
、

学
の
王
同
恵
と
結
婚
し
、

県
東
南
郷
花
藍
瑶
杜
会
組
織
』

漢
民
族
と
争
わ
な
い
よ
う
扶
養
力
に
適
応
す
る
た
め
の
少
数
民
族
自
ら
の
厳
し
い

人
口
抑
制
の
社
会
慣
習
、

社
会
調
査
を
実
施
し
た
。

学
的
調
森
と
い
わ
れ
る
二
P
e
a
s
a
n
t
Life 
in 
C
h
i
n
a
"
 (
中
文
題

農
民
の
生
活
』
）
と
し
て
三
八
年
英
文
で
出
版
さ
れ
、

燕
京
大
学
で

三
五
年
八
月
、

お
よ
び
公
式
の
結
婚
以
外
の
半
公
開
の

『
広
西
省
象

”
情
人
“
制
度

民
族
の
資
質
向
上
を
暗
に
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
点
等
で
あ
る
。

こ
の
開
弦
弓
村
（
学
名
を
”
江
村
“

『
江
村
経
済
ー
中
国

日
本
で
も
二
種
の
邦
訳
本
が

そ
の
後
五
七
年
に
若
干
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
‘
八
一
年
に
は
「
三
た
び
江

子

同
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べ
き
道
を
解
決
す
る
大
問
題
だ
と
い
う
講
話
を
行
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
た
費
孝
通

さ
せ
て
小
城
鎮
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
は

策
で
あ
る
」

を
鎮
に
出
荷
し
な
く
な
り
、

の
で
あ
る
。

食
糧
生
産
の
み
を
重
視
し

小
城
鎮
も
自
ず
と
、
農
・
副
業
生
産
物
の
集
散
の
中

開
放
体
制
下
の
も
と
‘

農
村
経
済
を
発
展
さ
せ
‘

人
々
の
進
む

一
九
八

0
年
末
に
至
り
、

胡
耀
邦
が
商
品
経
済
を
発
展

心
と
し
て
の
経
済
基
盤
を
失
っ
て
い
っ
た
」

と
い
う
経
済
上
の
悪
循
環
が
生
じ
た

て
、
単
一
経
済
を
進
め
て
商
品
経
済
を
取
り
止
め
た
の
で
、
農
民
は
も
は
や
商
品

と
し
、
「
小
城
鎮
の
周
囲
に
あ
る
農
村
が

要
国
は
、
「
伝
統
的
な
農
業
重
視
、
商
業
軽
視
の
思
想
か
ら
出
発
し
た

”
左
“

の
政

鎮
の
人
口
は
絶
対
滅
少
を
生
じ
た
。

換
言
す
れ
ば
小
城
鎮
が
衰
退
し
た
こ
の
根
本

こ
の
様
な
理
由
か
ら

一
九
五

0
ー
七

0
年
代
の
小
城
鎮
は
‘
低
迷
期
に
あ
り

っ
た

゜

りヽ

市
場
取
引
き
の
制
限
の
た
め
や
む
な
く
生
活
の
道
を
求
め
て
流
出
し
て
し
ま

て
い
た
商
人
達
は
、

鎮
か
ら
都
市
か
村
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま

な
る
。

こ
れ
ら
の
商
品

（
糧
食
、
食
用
油
、

綿
布
、
綿
花
な
ど
）
を
取
り
扱
か
っ

の
実
施
と
な
り
、
食
糧

搾
油
原
料
、

豚‘

繭
な
ど
主
要
農
産
物
が
そ
の
対
象
と

同
時
に
‘
「
商
業
の
国
営
化
」

は
‘
農
村
に
お
け
る

一
九
五
七
年
に
副
業
が
無
視
さ
れ
農
村
工
業
が
復
典
し
て
い
な
い

状
況
を
憂
慮
し
た
。

平
等
を
達
成
し
う
る
と
考
え
た
。

さ
の
中
の
平
等
“
を
求
め
る
路
線
に
抵
触
し
て
全
面
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

”
統
一
買
付
．
統
一
販
売
“

わ
れ
る
。

そ
れ
が
毛
沢
東
の
非
市
場
的
で
、

か

っ
”
貧
し

つ
ま
り
市
場
機
構
を
う
ま
く
活
用
し
て
こ
そ
豊
か
さ
の
中
の

し
て
い
る
が
、

（
一
九
四
五
年
）

で
、
農
村
工
業
の
発
展
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
提
起

背
景
が
あ
っ
た
。

村
を
訪
れ
る
」

口
問
題
解
決
の
途
と
し
て
の
小
城
鎮
政
策
が
明
示
さ
れ
て
く
る
の
に
は
次
の
様
な

費
の
農
村
問
題
に
お
け
る
構
想
は
、
著
書
占
/E臼
t
h
b
o
u
n
d
 C
h
i
n
a
、、

と
こ
ろ
で
実
に
含
蓄
深
く
幅
広
い
多
く
の
費
孝
通
の
著
作
の
中
で
、

村
の
名
を
な
お
一
層
世
界
に
高
め
た
。

で
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
賞
の
受
賞
記
念
講
演
を
行
い

今
日
の
人

費
の
名
声
と
江
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業
農
民
を
誕
生
さ
せ
、
農
民
の
働
く
場
を
創
出
し
た
。

つ
ま
り
、

2) 

農
民
が
農
村
に

た
の
で
あ
る
。

こ
の
郷
鎮
企
業
発
展
の
理
由

は
、
「
土
地
は
少
な
く
人
が
多
い
こ
と
が
農
業
と
工
業
を
補
完
し
あ
い
」
「
土
地
か
ら

こ
う
し
た
状
況
下
で
の
農
村
に
お
け
る
生
産
責
任
制
の
普
及
は
‘

こ
の
一
―
億
と

に
よ
り
平
等
主
義
の
も
と
に
も
た
れ
あ
っ
て
き
た
組
織
1
1
人
民
公
社
が
解
体
し
、

農
村
に
滞
留
し
て
い
た
大
量
の
人
口
を
吸
収
す
る
力
を
急
速
に
衰
え
さ
せ
て
い
っ

郷
鎮
企
業
の
振
興
に
よ
っ
て
、
”
離
農
し
た
が
離
村
せ
ず
“
（
離
農
不
離
郷
）
、

”
エ

場
に
は
入
っ
た
が
都
市
に
は
入
ら
な
い
“
新
し
い
タ
イ
プ
の
労
慟
者
、
第
二
種
兼

住
み
な
が
ら
農
民
戸
口
の
ま
ま
（
国
の
糧
食
配
給
を
受
け
な
い
）
工
場
労
働
者
と
な

る
農
民
エ
(
”
亦
エ
亦
農
“

I
I
半
エ
半
農
…
…
明
ら
か
に
労
働
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
農
民
労
働
者
と
い
う
帽
子
を
か
ぶ
せ
る
）
の
出
現
で
あ
っ
た
。

に
人
口
問
題
解
決
の
み
な
ら
ず
、
都
市
と
農
村
の
格
差
逐
時
縮
小
、
物
質
文
明
と
精

神
文
明
の
同
時
推
進
と
い
う
中
国
的
戦
略
課
題
か
ら
も
、

こ
の
よ
う

小
城
鎮
へ
の
積
極
的
意

義
を
認
め
、
国
務
院
は
鎮
の
新
設
置
甚
準
を
一
九
八
四
年
十
一
月
に
定
め
た
。

も
三
億
と
も
い
わ
れ
る
農
業
余
剰
労
働
力
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

従
来
労
働
点
数
制

は
や
長
期
間
抑
え
切
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

起
こ
す
よ
う
に
な
っ
」

ヽ

て
お
り

こ
れ
は
ど
大
量
の
過
剰
労
働
力
の
圧
力
は
‘

も

状
況
を
過
ぎ
て
お
り
‘
仕
事
に
つ
け
な
い
農
民
た
ち
は
労
働
点
数
の
奪
い
合
い
を

背
後
に
は
農
村
人
口
の
膨
脹
に
よ
り

「
農
村
は
す
で
に
一
般
的
な
労
働
力
過
剰
の

離
れ
て
も
村
か
ら
離
れ
ず
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
開
花
し
た
」

と
い
え
よ
う
。

そ
の

県
の
小
城
鎮
も
八
一
年
頃
か
ら
隆
盛
し
は
じ
め
た
。

さ
て
、
七
九
年
頃
よ
り
社
隊
企
業

(II
郷
鎮
企
業
）

が
急
速
に
発
展
し
、

呉
江

費
を
中
心
と
す
る
小
城
鎮
研
究
が
本
格
化
し
た
。

策
実
現
に
力
を
た
く
そ
う
と
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
」

こ
う
し
て
、
八
三
年
か
ら

え
方
を
採
り
始
め
た
中
共
中
央
の
政
策
を
支
持
し

は
‘
「
農
村
の
富
裕
化
と
い
う

研
究
者
の
立
場
か
ら
そ
の
政

か
つ
て
自
ら
が
主
張
し
批
判
さ
れ
た
因
緑
あ
る
考
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待
ち
、

接
待
し
て
い
た
だ
い
た
の
に
は
恐
縮
し
た
。

江
蘇
省
経
済
研
究
室
副
主
任
•
江
蘇
省
小
城
鎮
研
究
会

（
一
九
八
三
年
創
立
）
総

私
逹
を
熱
裂
も
て
な
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
で
に
費
か
ら
の
私
信
も
子
知
事
に
届
い
て
お
り
；
費

行
っ
た
王
肋
の
通
訳
・
案
内
に
よ
っ
て

呉
江
県
を

絣
輝
に
よ
る
公
安
局
許
可
と
車
の
手
配

こ
の

”
通
行
手
形
“
を
も
っ
た
私
達
三
人
は

く
こ
と
が
で
き
た
。

子
、
松
戸
庸
子
の
三
人
の
た
め
に
‘

呉
江
県
子
孟
逹
知
事
へ
の
紹
介
状
を
い
た
だ

こ。t
 

江
村
を
訪
れ
て

今
春
八
七
年
三
月
ニ
―
―
日
、
箪
者
は
日
中
杜
会
学
会
訪
中
団
（
団
長
・
青
井
和
夫
）

こ
の
間
、

会
見
後
、

費
孝
通
と
四
度
目
の
会
見
を
す
る
こ

団
と
し
て
の
日
程
を
終
え
た
後
、

孝
通
の
お
客
様
“

と
し
て
、

幹
事
の
朱
通
華
も
来
日
の
帰
路
‘

江
村
を
訪
れ
る
筆
者
、

上
海
大
学
社
会
学
系
主
任
・
哀

南
開
大
学
大
学
院
修
論
で
江
村
調
壺
を

三
月
三
一
日

i
四
月
一
日
、

南
京
市
へ
の
途
中
‘

県
第
二
招
待
所
で
我
々
を

松
田
苑

福
武
直
会
長
へ
の
献
本
を
お
あ
づ
か
り
し
、

夜
の
答
礼
宴
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い

と
が
で
き
た
。

中
央
民
族
学
院
構
内
裏
に
あ
る
費
の
自
宅
に
た
ち
よ
り

と
し
て
北
京
大
学
社
会
学
系
を
訪
れ
た
時

五、

費孝通・中国人民政治協商会議全国委員会副主

席（左）と衰方・北京大学社会学系教授（右）、

費の自宅前にて。 87年 3月22日。
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他
の
小
城
鎮
が
人
口
減
で
衰
退
し
た
時
期

こ
の
鎮
の
み
は
人
口
が
増
加
し
た
。

松
陵
鎮
は
、
県
城
の
あ
る
政
治
の
中
心
地
。

六

0

1
七

0
年
代

鎮、

一
九
三
四
年
に
工
場
操
業
が

第
一
一
の
類
型
、
盛
沢
鎮
は
製
糸
・
絹
織
物
を
主
と
し
た
産
業

と
よ
ん
で
い
た
。

つ
農
業
経
済
の
中
心
地
、
商
品
流
通
の
中
継
地
で
あ
る
。

従
来
、

鎮
に
養
分
を
与

第
一

裳
沢
鎮
は
、
農
産
物
・
副
業
生
産
物
と
工
業
製
品
の
集
散
を
行

下
五
つ
の
類
型
と
し
て
整
理
す
る
各
鎮
を
順
次
安
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

織
物
産
業
の
盛
ん
な
所
で
あ
る
が

私
達
は
こ
れ
ら
の
工
場
、
お
よ
び
、
費
が
以

一
九
三
六
年
の
調
在
で
も
明
ら
か
な
様
に
、

古
く
か
ら
製
糸
・
絹

州
と
杭
州
の
間
に
あ
る
太
湖
の
東
南
に
位
置
し
、

広
い
中
国
の
中
で
も
最
も
豊
か

さ
て
、

こ
の
費
の
故
郷
・
呉
江
県
（
八
六
年
未
人
口
七
三
・
三

0
万
人
）
は
‘

な
地
で
あ
る
。

の
類
型
、

え
る
と
同
時
に
鎮
に
よ
っ
て
育
ま
れ
恩
恵
を
う
け
て
い
る
周
辺
・
経
済
後
背
地
農

村
を
「
郷
脚
」

絹
の
全
国
輸
出
高
の
一

0
分
の
一
を
占
め
る
。

開
始
さ
れ
た
。

第
三
の
類
型
、

費
の
出
生
地
で
も
あ
る
。

商
業
タ
イ
プ
の

走
合
色
千
放

”双，＂
i
i
i
I

h
；
え
夜
＂

{
4
和
、
、

今

i
sら

T5:

蘇

費孝通の書の前で干孟達呉江県知事（右）と筆者。

盛沢鎮の絹織物工場にて。 87年4月 1日。
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こ。f
 

江
蘇
省
呉
江
県
開
弦
弓
村

(11江
村
）
の
一
風
景

開
弦
弓
村
民
委
員
会
、

2
楷
に
費
の

調
査
史
の
展
示
室
が
あ
る
。

3
’、

"
A・
2A'

＂＇:
4
;
9
,
9
9
A
i
j
J

＇ヽ

怠

又、

江
村
II
廂
港
郷
開
弦
弓
村
に
は
‘
写
真
の
様
な
費
の
一
九
三
六
年
以
降
、

た
ど
の
鎮
も
活
気
に
満
ち
て
お
り
、
費
の
書
が
看
板
等
と
な
っ
て
随
所
に
み
ら
れ

以
上
の
様
に
、

小
城
鎮
に
も
い
く
つ
か
の
発
展
タ
イ
プ
が
あ
る
が

案
内
さ
れ

て
発
展
し
て
い
る
鎮
で
あ
る
。

第
五
の
類
型
、

平
望
鎮
は
‘
水
陸
交
通
の
幹
線
が
交
差
す
る
交
通
の
要
点
と
し

あ
っ
て
文
化
童
点
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
年
―
二
万
人
の
観
光
客
か
訪
れ
る
。

に
あ
り
姉
の
出
生
地
で
も
あ
る
。
）

退
思
園
と
い
う
名
庭
園
が
あ
り
、
観
光
地
で

し
た
官
僚
た
ち
が
多
く
住
み
‘

多
く
の
名
士
を
生
ん
だ
。
（
費
の
家
も
か
つ
て
こ

第
四
の
類
型
、

同
里
鎮
は
‘
湖
沼
水
郷
地
帯
で
あ
る
。

解
放
前
は
地
主
や
退
職

-14 -



表 1. 開弦弓村＝江村の就業構成 (1986年）

人 ％ 

工場勤務 684 49.0 

副業（養豚・養兎・養鶏） 266 19.0 

農業労働 355 25.4 

工芸・自営業（商店） 92 6.6 

計 1,397 100.0 

出所：

表2.

『開弦弓村簡介』 1986年9月

開弦弓村生産額の内訳 (1986年）

万元 ％ 

工業生産額 385.46 60.5 

副業生産額 168.8 26.5 

農業生産額 82.9 13.0 

計 637. 16 100.0 

出所： 『開弦弓村簡介』 1986年9月
1985年全村 l人年平均純収入は803.35元、 81年の212.6jしの3.78倍

上
が
著
し
い
。

年
収
も
八
一

I
八

五

年

に

三

・

七

八

倍

に

急

増

し

、

新

築

住

宅

が

め

だ

ち

生

活

向

構
成
•
生
産
額
を
み
た
の
が
表

l
.
2

で
あ
る
。

郷
鎮
企
業
に
約
半
数
が
働
き
、

年

は

―

二

九

九

人

、

八

二

年

は

一

七

八

四

人

）

労

働

力

人

ロ

一

三

九

七

人

の

就

業

八

六

年

世

帯

数

五

七

二

戸

人
口
二
三
七
九
人
を
数
え
る
。
（
ち
な
み
に
―

JL
四
九

水
面
九
九
平
方
ャ
ロ
が
広
が
る
。

稲
と
養
蛋
か
伝
統
的
に
さ
か
ん
な
こ
の
村
は
‘

水
稲
田
一
五
一
平
方
キ
ロ

桑
地
五

0
平

方

キ

ロ

に

加

え

写

真

で

み

る

よ

う

に

廂
港
郷
の
中
の

一
行
政
村
で
あ
り
、
太
湖
か
ら
わ
ず
か
四
•
五
キ
ロ
に
位
慨
す
る
。

献
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
以
下
若
干
の
新
デ
ー
タ
を
紹
介
し
よ
う
。

奥
江
県

開
弦
弓
村
に
つ
い
て
の
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
フ
ォ
ロ
ー
調
査
は
‘

後
述
の
参
考
文

無
量
で
あ
っ
た
。

が

た

い

貴

重

な

フ

ィ

ー

ル

ド

と

し

て

問

題

提

起

を

し

て

く

れ

‘

訪

れ

た

私

達

も

感

五
七
二
戸
に
す
ぎ
な
い
こ
の
小
村
は
、

中

国

の

農

村

調

牡

研

究

史

上

、

他

に

か

え

会
学
者
ら
が
し
る
さ
れ
て
い
た
。

八
五
年
人
口
‘
わ
ず
か
二
三
七
七
人
、
農
家
戸
数

半
世
紀
に
わ
た
る
調
街
の
記
念
展
示
館
が
た
て
ら
れ
、

こ

こ

を

訪

れ

た

海

外

の

杜
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あ
る
。

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
点
で

こ
の
現
体
制
下
に
お
け
る
社
会
成
層
の
問
題

画
期
に
お
け
る
社
会
学
の
新
課
題
の

い
う
光
景
を
目
に
し
た
。

は
ら
れ
て
お
り
、

収
は
米
と
旋
蓋
が
一

0
0
0
元

水
田
ニ
・
九
ム
ー
、

桑

畑

0
．
七
ム
ー
、
年

第二の蒋松寿家は六人家族

年末人口 出生率 死亡率 自然増加率 一胎率 領証率 初婚女子数

呉 1980年 716,057人 ll.74%o 6 .84%o 4.90%o 60.65% 74.29% 5,178人

江 81年 724,443 17 .68 6. 79 10.89 71.57 76.93 12,303 

県 82年 730,411 13.58 6.69 6.89 83. 73 85.47 6,201 

底 1980年 45.26 27. 21 
（計画出産牢）

28,518 9.65 8.28 1.37 87 .27% 

港 81年 28,726 14.59 8.56 6.03 45.56 72.49 

郷 82年 28,986 13.44 8.62 4.82 94.89 92.67 81.96 

出所：貸孝；；；編『小城鎮、人問題（江蘇省小城鎮研究論文選第 1集）』江"人民出版社、

19'4年、 91ベージより作成。 85年未値は『盛沢鎮簡介』 1986年 9月により追加。 80年婚姻法により81年の結婚人数が急増
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0
元
、

七
％
を
占
め
、

養
蚕
一

0
0
0
元
、

元
の
上
層
、

0

0
元
の
中
農
‘

農

外

三

〇

と

も

に

絹

織

物

工

場

で

慟

率領

く
二

0
歳

代

女

子

家

族

貝

を

含

ん

で

い

た

。

受
の

こ

の

よ

う

に

全

村

の

農

家

四

二

六

戸

中

、

証子つ

純
農
家
は
わ
ず
か
八
七
戸
（
二

0
•

四
％
）
、
人

農
民
工
を
含
む
の
は
二
五
九
戸
（
六

0
•

八

％

）

に

お

よ

び

、

こ

の

江

村

で

も

次

第

に

郷

と
率

鎮

企

業

の

影

響

が

広

が

っ

て

い

た

。

子

ー

耕

地

は

四

ラ

ン

ク

に

わ

け

ら

れ

、

労

働

力

び
ょ

に

応

じ

て

分

配

さ

れ

、

契

約

は

十

五

年

で

あ

お移

る

。

生

産

責

任

制

以

降

生

じ

た

内

部

矛

盾

と

推
ロ

し

て

貧

富

の

差

の

拡

大

と

そ

の

顕

在

化

が

指

人
の"P
 
組

摘
さ
れ
る
。
筆
者
ら
が
呉
江
県
を
訪
問
中
、

港店

新

た

な

階

級

・

階

層

発

生

へ

の

反

対

ビ

ラ

が

県

そ
れ
が
破
ら
れ
て
い
る
と

第

七

次

五

ヵ

年

計

江
呉

つ
は
‘
.3
 
表

副
業
六

0

0
元
、

農
外
一

J
L
O
O
元

計
五
二

0

0

家
族
四
人
の
複
合
で
水
田
六
•
八
ム
ー
、
桑
畑

九

ム

ー

、

年

収

が

米

一

六

〇

私
達
は
一
―
戸
の
農
家
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
が

第

の
談
龍
泉
家
は

こ
れ
ら
の
増
大
と
と
も
に
各
戸
の
収
入
増
大
が
み
こ
ま
れ
て
き
た
。

工
業
生
産
額
が
全
収
入
の
六
割
を
越
え

副
業

（
養
豚
・
養
兎
•
養
鶏
）

が



岡組
織
に
所
属
し
、
農
民
組
織
か
ら
離
説
す
る
。

定
住
し
た
農
民
は
‘

都
市
住
民
と
同
様
に

「
街
道
居
民
小
組
」

購
入
・
貸
借
に
つ
い
て
便
宜
を
図
り
、

ま
た
地
方
政
府
は
‘
蔑
民
の
必
要
な
家
屋
の
建
設

の
配
給
証
を

し
て
い
る
者
に

「
自
理
口
糧
戸
口
簿
」
（
自
分
の
食
べ
る
食
糧
は
配
給
を
受
け
ず
に

食
糧
配
給
に
つ
い
て
次
の
様
に
通
達
は
規
定
す
る
。

・
~

ー
9

9

 困
っ
て
い
た
。

他
方
周
辺
農
民
は
、
生
産
責
任
制
の
導
入
に
よ
っ
て
余
剰
労
働
力

が
急
速
に
顕
在
化
し
な
が
ら
も
‘
戸
口
制
度
に
よ
っ
て
移
動
は
許
さ
れ
ず
、
土
地

に
し
ば
ら
れ
て
い
た
。

孝
通
は
‘

農
村
戸
口
人
口
の
鎖
へ
の
流
入
を
上
部
機
関
が
従
来
の
規
定
ど
お
り
許

さ
ず
む
り
や
り
農
村
に
お
い
か
え
そ
う
と
し
て
い
る
の
を
み
て
次
の
様
に
考
え
た
。

「
人
ロ
ニ
ー
三
万
人
の
小
城
鎮
と
い
う
人
口
の
貯
水
池
を
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
た
ら
‘

都
市
と
農
村
の
両
方
が
膨
脹
し
な
い
は
す
は
な
い
」
、
そ
の
解
決
に
は
集
鎮
へ
の
転

定
住
に
関
す
る
通
達
」
り
と
し
て
う
け
い
れ
ら
れ
た
。
国
家
に
よ
る
糧
食
供
給
を
行

わ
な
い
と
い
う
限
定
つ
き
で
、
農
村
戸
口
の
ま
ま
の
集
鎮
流
入
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

を
買
わ
ず
、

八

0
年
代
に
入
っ
て
こ
の
両
間
の
矛
盾
が
深
ま
る
中
で
費

一
九
八
四
年
一

0
月
一
三
日
、

口
糧
田
で
従
来
通
り
自
給
分
を
耕
や
か
し
続
け
る
こ
と
を
期
待
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
工
場
労
働
者
が
口
糧
田
を
手
離
す
に
は
‘
郷
の
厳
し
い
許
可
を
必
要

集
鎮
で
営
業
活
動
を
し
、

自
分
で
責
任
を
も
つ
こ
と
）

地
方
政
府
は
‘

,~ 

2
 

・
~

定
住
農
民
に
発
行
し
て
よ
い
。

又
は
長
期
間
集
鎮
の
企
業
に
就
業

と
し
、
完
全
な
脱
農
化
は
お
い
そ
れ
と
は
で
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
戸
籍
の
取
扱
い
と

こ
の
第
二
種
兼
業
農
民
1
1

「
農
民
工
」

は
、
市
場
で
高
価
な
糧
食

こ
れ
が
、

入
・
定
住
を
条
件
付
き
で
認
め
る
よ
う
に
提
唱
し
た
。

盛
沢
鎮
の
製
糸
・
絹
織
物
工
場
は

六、

七
九
年
以
降
急
成
長
し
、

国
務
院
通
達
「
農
民
の
集
鎮
転
入
・

定
住
す
る
者
、

を
発
給
し
、

統
計
上
は
非
農
業
人
口
と
す
る
。

付
価
糧
湘
（
プ
レ
ミ
ア
ム
価
格
の
食
糧
•
油
）

用
地
提
供
も
配
慮
す
る
。

の
末
端
住
民

こ
こ
で
盛
沢
鎮
の
人
口
か
ら
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
面
積
二
•
四
三
平
方
キ

農
民
の
集
鎮
流
入
・
定
住
の
許
可

労
働
力
不
足
に

-17 -



表4.江蘇省呉江県盛沢鎮の人口構成の変化
単位：人

1949年 1978年 1982年 1985年末

常任人口総数 24,632 25,388 33,133 35,486 

在冊人口人（戸籍）が盛沢 24,632 21,510 26,179 27,404 
鎮にある 口

うち都市戸籍 24,632 20,387 25,056 

農業戸籍 I, 123 1,123 

非沢在鎮冊に人ない口農（戸村籍人が口盛
3,878 6,%4 8,082 

うち農民エ 780 3,094 

I: 地 :r. ？ I ,050 

（注） 農民上とは、鎮の工業への就業者をさす。

土地エとは、歳地が収用されたため、収用した工場に長期屈用さ

れている者をさす。

（出所） 費孝通編 r小城鎮、大問題（江蘇省小城鎮研究論文選第 1集）』
江蘇人民出版社、 1984年、 91ページより作成。 85年末値は『盛沢
鎮簡介』 1986年 9月により追加。

表5.盛沢鎮の企業・職工数・工業生産額
(1985年末）

工業企業数 職工人数 工業出荷額

県 20 17,319人 37,982万元

鎮 14 2,697 4,716 

計 34 20,016 42,698 

出所： r盛沢鎮簡介』より
（全県の22.6%)

お
残
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

は
農
村
戸
口
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
恐
れ
ら
れ
、
戸
口
の
差
に
よ
る
蔑
視
が
な

替
制
を
と
っ
て
い
る
。

鎮
戸
口
の
労
働
者
と
の
間
に
は
‘

糧
食
分
程
度
を
み
こ
ん

だ
賃
金
格
差
が
あ
る
。
又
農
村
戸
口
の
女
子
と
結
婚
す
る
と
‘
生
ま
れ
た
子
の
戸
口

農
民
エ
の
性
比
は
‘

男
女
半
々

（
製
糸
工
場
全
体
は
男
三
対
女
七
）

一
日
三
交

実
際
人
口
は

四
万
人
増
と
な
り
、

農
民
エ
の
増
大
が
明
ら
か
で
あ
る
。

七
九
年
以
降
、

技
術
革
新
も
進
み
、

良
質
の
生
産
が
拡
大
化
し

全
鎮
の
昼
間

ト
ル
の
生
産
を
誇
る
。

全
鎮
生
産
各
種
絹
織
物
は
四
九
一
三
万
メ
ー
ト
ル
、

一
日
平
均
―
―
―
-
・
六
万
メ
ー

ト
）

企
業
数
は
二
五
‘

織
機
は
三
七
六
二
台

職
工

六
余
万
人
、

八
五
年
の

表

5
で
み
る
よ
う
に
、

県
属
と
鎮
の
企
業
に
わ
か
れ
る
。

絹
織
物
捺
染

ヘ

プ

リ

ン

四
八
六
人
で
あ
る
。
（
表

4
参
照
）

工
業
中
心
の
こ
の
鎮
に
は
三
四
の
企
業
が
あ
り

ロ
ニ
万
七
四

0
四
人
、

な
い
人
口
八

0
八
二
人
、
合
計
し
た
常
住
人
口
は
三
万
五

ヽ

ロ
に

八
五
年
末
に
全
鎮
に
九
一
九
六
戸
、
在
冊

（
戸
籍
が
盛
沢
鎮
に
あ
る
）

人

- 18 -



が
脱
農
化
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

と
に
な
る
」

と
の
展
望
が
示
さ
れ
て
い
る
。

今
世
紀
末
約
一
ー
ニ
億
人
の
労
働
力

今
世

営
工
場
・
商
店
で
働
く
約
二
千
人
余
゜

田
個
体
（
自
営
業
者
）

呉
江
県
全
体
で
み
れ
ば
、

八
ー
九
百
人
。

又
震
沢
鎮
で
み
る
と
人
ロ
一
万
三

0
一
七
人
中
、

鎮
戸
口
を
も
つ
人
口
は
八
二

六
三
・
ニ
％
、
残
り
四
七
九
一
人
三
六
•
八
％
は
農
村
戸
口
で
あ
る
。

総
人
口
七
三
・
三

0
万
人
中
、

下
の
三
種
に
区
分
で
き
る
。

第
一
は
鎮
戸
口
を
も
つ
労
働
者
約
四
万
人
、
第
二
は

農
民
工
で
鎮
に
流
入
・
定
住
し
て
い
る
者
が
約
二
万
人
、

第
三
は
農
村
に
居
住
し

一
万
人
で
あ

人
口
分
布
で
み
れ
ば
、
「
呉
江
県
に
お
け
る
県
城
と
県
属
鎮
の
県
全
体
に
対
す
る

七
五
年
に
九
・
ニ
％
と
減
少
を
続
け
、

費
孝
通
に
よ
れ
ば
、

て
、
少
数
民
族
地
区
と
並
ん
で
、

七
九
年
以
降
急
増
を
は
じ
め
、

八

小
城
鎮
は
合
理
的
に
人
口
の
集
ま
れ
る
場
で
あ
り
、
「
人
口

の

貯

水

池

」

将

来

、

全

中

国

に

あ

る

六

万

余

の

小

城

鎮

が

整

備

さ
れ
、
各
鎮
が
五
千
人
の
人
口
を
各
々
追
加
吸
収
す
る
と
な
れ
ば
、
三
億
人
の
新

人
口
問
題
解
決
の
二
つ
の
途
と
し

こ
う
し
て
小
城
鎮
建
設
は
‘
「
中
国
的
特
色
を
も
つ
社
会
主
義
を
建
設
す
る
う
え

で
重
要
な
内
容
の
一

つ
」
と
な
り
、
「
現
地
で
大
量
の
農
村
余
剰
労
働
力
を
吸
収
す

る
こ
と
が
で
き
、
農
民
の
大
・
中
都
市
へ
の
流
入
を
防
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

紀
末
ま
で
に
、
中
国
農
村
部
の
小
都
市
は
農
村
総
人
口
の
四

0
％
を
占
め
る
三
億

に
の
ば
る
農
村
余
剰
労
働
力
を
受
け
入
れ
、
栽
培
業
に
た
づ
さ
わ
る
も
の
は
わ
ず

か
三

0
％
と
な
り
、

残
り
の
三

0
％
は
林
業
・
牧
畜
業
と
副
業
に
た
ず
さ
わ
る
こ

い
る
と
主
張
す
る
。

こ
の
小
城
鎮
建
設
が
豊
か
な
可
能
性
を
も
っ
て

し
い
居
住
天
地
が
開
拓
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

で
あ
る
と
い
う
。

二
年

二
％
ま
で
回
復
し
た
。
」
り

七
％
人
口
比
は

一
九
五
二
年
に
一
六
•
三
％
を
占
め
て
い
た
が
、

六
五
年
に

る。 た
ま
ま
鎮
に
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
等
で
通
勤
す
る
農
民
エ
が
約

工
場
労
働
者
は
‘

二
六
人
、

臨
時
雇
用
が
一
千
人
余
゜

ま
た
震
沢
鎮
の
就
業
者
に
つ
い
て
み
る
と

次
の
様
に
四
分
類
で
き
る
。

以 m国

切
郷
鎮
企
業
で
働
く
約
三
ー
四
千
人
。
⑱

-19 -



注
目
さ
れ
よ
う
。

る
中
で

過
密
問
題
と
い
う
深
刻
な
農
村
破
壊
・
地
域
間
題
を
か
か
え
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い

の
問
題
で
あ
る
。

〔
資
料
〕

ー
‘
牧
野
巽
「
王
同
恵
著
、
牝
藍
瑶
社
会
組
織
を
読
む
」
早
稲
田
大
学
社
会
学
会
『
社
会
学

年
誌
』
第
―
二
号
‘
一
九
七
一
年
拙
稿
「
費
孝
通
と
中
国
の
人
口
問
題
」
『
日
中
経
済

協
会
会
報
』
一
九
八
五
年
四
月
号
、
一
四
0
号
を
参
照
。

2
‘
鎮
制
度
を
し
い
て
い
る
中
国
で
は
、
都
市
人
口
と
は
八
一
年
ま
で
は
非
農
業
人
口
、
す

な
わ
ち
国
か
ら
配
給
食
糧
を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
人
口
の
数
字
を
示
し
て
い
た
。
戸

ロ
（
戸
籍
）
は
、
都
市
戸
口
と
農
村
戸
口
に
区
分
さ
れ
、
一
種
の
身
分
制
的
行
政
推
進

に
も
と
づ
い
て
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
厳
し
く
抑
制
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る。

ま
さ
に
社
会
主
義
国
中
国
版
＂
人
口
と
開
発
“

こ
の
費
孝
通
ら
の
中
国
の
実
験
が
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
‘

き
わ
め
て

ろ
う
。

戦
後
の
日
本
が
、

短
期
間
に
大
最
の
人
口
大
都
市
集
中
を
許
し
、

過
疎

え
る
か
。 こ．．

 

も
と
移
動
の
二
つ
の
転
換
を
意
味
し
て
い
る
。

「
離
農
不
離
郷
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

郷
鎮
企
業
が
い
か
に
農
業
余
剰
労
働
力
を
「
農
民
エ
」

と
し
て
吸
収
し

江
蘇
省
の
先
進
例
が
ど
こ
ま
で
全
中
国
的
な
も
の
に
な
る
か
が
鍵
で
あ

の
問
題
で
も
あ
る
。
「
転
移
」
と
い
う
原
語
は
‘

ま
さ
に
農
民
の
就
業
構
造
・
人
口

分
布
上
の
課
題
で
あ
り

か
つ
中
国
版
農
民
層
分
解
と
い
う
、
産
業
構
造
の
転
換

い
る
。

小
城
鎮
問
題
で
あ
る
と
位
罹
づ
け
ら
れ
て

農
業
破
壊
と
農
民
の
窮
乏
化
を
招
い
た
西
側
の
資
本
主
義
初
期
の
工
業
化

の
逍
と
は
逆
に
、
農
業
の
現
代
化
と
農
民
の
富
裕
化
へ
の
道
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

人
口
の
側
か
ら
換
言
す
れ
ば
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
を
発
生
せ
ず
し
て
産
業
構

れ
て
い
る
よ
う
な
大
都
市
化
を
ど
う
や
っ
て
回
避
す
る
か
と
い
う
き
わ
め
て
注
目

第
七
次
五
カ
年
計
画
の
中
で
、

こ
の
都
市
と
農
村
と
の
新
た
な
関
係
‘

開
発
途
上
国
で
憂
慮
さ

中
国
の
人
口
問
題
に
お
け
る
量
・
質
と
な
ら
ん
だ
新
た
な
第
三
の
人
口
移
動
・

中
国
の
社
会
学
の
重
点
的
研
究
課
題
の

さ
れ
る
社
会
主
義
的
実
験
で
あ
る
。

造
と
就
業
構
成
の
転
換
を
は
か
ろ
う
と
い
う
道
で
あ
り
、

こ．． 
も
費
孝
通
に
よ
れ
ば

つ
は

こ
れ
は
中
国
的
特
色
を
も
つ
工
業
化
の
道
だ
と
す
る
と
と
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鎮
を
町
と
か
s
m
a
l
l
t
o
w
n
と
訳
す
こ
と
が
あ
る
が
‘
鎮
設
憧
規
準
の
拡
大
に
よ
り
現

在
約
一
万
程
に
ふ
え
て
い
る
。
鎮
と
村
と
の
相
違
は
、
人
口
規
模
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
土
地
（
耕
地
）
、
食
糧
供
給
方
法
の
相
違
で
あ
る
、
鎮
住
民
に
は
国
家
が
糧
食
（
穀
物
）

を
供
給
す
る
の
に
対
し
、
村
民
に
は
供
給
さ
れ
る
土
地
が
あ
る
。

一
九
八
四
年
―
一
月
二
九
日
、
鎮
設
置
甚
準
に
関
す
る
通
達
は
以
下
の
通
り
で
、
こ
れ

ま
で
の
五
五
年
‘
六
三
年
基
準
を
改
め
た
。

m
県
ク
ラ
ス
地
方
国
家
機
関
所
在
地
は
‘
す
べ
て
鎮
制
を
敷
く
。

似
総
人
口
二
万
人
以
下
の
郷
で
、
郷
政
府
所
在
地
の
非
農
業
人
口
が
二
千
人
を
越
え

る
場
合
は
‘
鎮
を
設
醤
し
て
よ
い
。
総
人
口
三
万
人
以
上
の
郷
で
、
郷
政
府
所
在

地
の
非
農
業
人
口
が
全
郷
人
口
の
一

0
％
以
上
の
場
合
も
鎮
を
設
罹
し
て
よ
い
。

⑱
少
数
民
族
地
区
、
人
口
過
疎
の
辺
境
地
区
、
山
間
区
、
小
型
エ
鉱
業
区
、
小
港
湾
‘

景
勝
観
光
区
、
国
境
地
区
な
ど
で
、
非
農
業
人
口
が
一
―
千
人
足
ら
ず
で
も
必
要
な

ら
鎮
制
を
敷
く
こ
と
が
で
き
る
。

い
鎮
設
置
条
件
の
あ
る
郷
は
す
べ
て
、
郷
廃
止
、
鎮
設
憤
後
‘
鎮
が
村
を
管
理
す
る

た
め
の
専
従
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
、
「
集
鎮
」
は
「
非
農
業
人
口
を
主
と
す
る
二
万
人
た
ら
す
の
田
舎
町

(

m
臼
k
e
t

t
o
w
n
)
 
L

を
意
味
し
、
た
と
え
鎮
制
を
敷
か
な
く
て
も
独
自
に
工
場
地
区
を
発
達
さ
せ

る
こ
と
も
あ
る
。

3
、
通
達
（
国
務
院
発
出
「
関
於
農
民
進
入
集
鎮
落
戸
問
題
的
通
知
L

『
新
華
月
報
』
八
四
年

1
0
号
）
は
‘
若
林
敬
子
絹
集
・
解
説
『
中
国
の
人
口
問
題
研
究
に
関
す
る
最
近
の
基

本
資
料
』
人
口
問
題
研
究
所
研
究
資
料
二
三
七
号
一
九
八
五
年
九
月
に
紹
介
。

他
に
費
孝
通
の
「
小
城
鎮
の
再
調
査
L

「
人
口
問
題
解
決
の
二
つ
の
道
L

の
二
論
文
、
王

向
明
「
農
業
に
お
け
る
余
剰
人
口
の
”
転
移
“
と
経
済
発
展
」
等
の
人
口
都
市
化
の
論

文
も
収
録
し
て
い
る
。
又
費
孝
通
の
「
中
国
の
伝
統
的
倫
理
観
念
と
人
口
問
題
L

は
現

代
の
エ
ス
プ
リ
一
九

0
号
『
中
国
の
人
口
問
題
』
に
訳
出
。
又
、
越
沢
明
「
中
国
に
お

け
る
小
都
市
の
現
状
」
日
本
地
城
開
発
セ
ン
タ
ー
『
地
域
開
発
』
一
九
八
五
年
七
月
号
を

参
照
。

4

‘
張
雨
林
「
県
属
鎮
中
的
”
農
民
エ
“
ー
~
江
蘇
省
呉
江
県
的
調
査

L
〈
社
会
学
研
究
〉
編

輯
部
編
『
社
会
学
紀
程
』
一
九
七
九
ー
八
五
、
一
九
八
六
年
五
月
、
中
国
展
望
出
版
社

江
蘇
経
済
年
鑑
絹
輯
委
貝
会
『
江
蘇
経
済
年
鑑
』
一
九
八
六
江
蘇
人
民
出
版
社
一

九
八
六
年
―
二
月
も
参
照
の
こ
と
。

〔
参
考
文
献
〕

。
Fei
Hsiao ,
 
T
u
n
g
,
 99
 

l-'easant 
Life 
in 
China, 
A
 Field 
study 
of 
C
o
u
n
t
r
y
 in 

the 
Y
a
n
g
t
z
e
 Valley." 
w
i
t
h
 a
 Preface 
b
y
 professor 
Bronislaw 
Malinowski, 

L
o
n
d
o
n
 1
9
3
8
 

（
仙
波
泰
雄
•
塩
谷
安
夫
訳
『
支
那
の
農
民
生
活
ー
ー
ー
揚
子
江
流
域
に
於
け
る
田
園
生
活
の

実
態
』
生
活
社
。
一
九
三
九
）
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江
蘇
人
民
出
版
社

。
F
e
i
H
s
i
a
o
 
T
u
n
g
,
'
＾
 
C
h
i
n
e
s
e
 
Village 
Close-Up, 
"
N
e
w
 W
o
r
l
d
 Press, 
1
9
8
3
 

（
費
孝
通
著
•
小
島
晋
治
は
か
訳
『
中
国
農
村
の
細
密
画
1

あ
る
村
の
記
録
一
九
三
六
—

八
二
』
研
究
出
版
。
一
九
八
五
年
―
二
月
）

。
F
e
i
H
s
i
a
o
 
T
u
n
g
 &
 Others, 
"
S
m
a
l
l
 
T
o
w
n
s
 in 
C
h
i
n
a
，
F
§
c
t
i
o
n
s
,
 P
r
o
b
l
e
m
s
 

岱

Prospects",
N
e
w
 W
o
r
l
d
 press, 
1
9
8
6
 

°
費
孝
通
『
江
村
経
済
1

中
国
農
民
的
生
活
』

『
費
孝
通
伝
』
時
事
出
版
社

月
゜
費
孝
通
『
小
城
鎮
四
記
』
新
華
出
版
社
一
九
八
五
年
六
月

゜
費
孝
通
『
論
小
城
鎮
及
其
他
』
天
津
人
民
出
版
社
一
九
八
六
年
三
月

。
中
国
社
会
科
学
院
社
会
学
研
究
所
・
江
蘇
省
社
会
科
学
院
杜
会
学
研
究
所
・
江
蘇
省
杜
会

学
会
編
‘
『
江
村
信
息
、
江
村
社
会
調
壺
文
集
』
一
九
八
二
年
七
月

゜
費
孝
通
学
術
指
導
・
〈
江
蘇
省
小
城
鎮
研
究
課
題
絹
〉
絹
『
小
城
鎮
・
大
問
題
1

江
蘇

省
小
城
鎮
研
究
論
文
選
』
第
一
集
江
蘇
省
人
民
出
版
社
一
九
八
四
年
六
月

。
同
『
小
城
鎮
新
開
拓
』
第
二
集
、
江
蘇
人
民
出
版
社
‘
一
九
八
六
年
四
月
。

゜
費
孝
通
「
小
城
鎮
新
開
拓
」
『
瞭
望
』
一
九
八
五
年
第
五
一
！
五
五
期
、
五
回
連
載
。

°
費
孝
通
『
江
村
五
十
年
』
（
英
訳
付
）

゜
費
孝
通
『
町
ー
大
き
な
問
題
』
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
中
国
、
北
京
周
報
社
‘
一
九
八
五
年

（
邦
文
）

゜
費
孝
通
『
生
育
制
度
』
社
会
学
骰
書
、
天
津
人
民
出
版
社
一
九
八
一
年
五
月
四
七
年

の
重
版
（
費
孝
通
培
横
山
廣
子
訳
『
生
育
制
度
1

中
国
の
家
族
と
杜
会
」
東
京
大
学

出
版
会
一
九
八
五
年
三
月
）

゜
費
孝
通
社
会
学
文
渠
『
民
族
与
社
会
』
（
八
一
年
）
『
従
事
社
会
学
五
十
年
』
（
八
三
年
）
『
社
会

学
的
探
索
』
（
八
四
年
）
『
論
小
城
鎮
及
其
他
』
（
八
五
年
）
天
津
人
民
出
版
社
‘
一
九
八
五
年

八
月
。
四
冊
収
録

°
費
孝
通
『
郷
土
中
国
・
郷
土
重
建
・
重
訪
江
村
』
一
九
四
七
、
四
八
、
五
七
年
の
合
体

書
（
『
郷
土
中
国
』
生
活
•
読
書
•
新
知
三
朕
書
店
、
一
九
八
五
年
六
月
再
版
）

。
費
孝
通
『
雑
写
乙
集
』
一
九
八
四
年
六
月
天
津
人
民
出
版
社

。
『
雑
写
丙
集
』
一
九
八
五
年
―
―
一
月
天
津
人
民
出
版
社

。
『
雑
写
丁
集
』
一
九
八
六
年
―
一
月
天
津
人
民
出
版
杜

゜
費
孝
通
『
社
会
調
査
自
白
』
一
九
八
五
年
八
月
多
学
科
学
術
講
座
叢
書
知
織
出
版

社
。
F
e
i
H
s
i
a
o
 
T
u
n
g
 "
T
o
w
a
r
d
 a
 People's 
A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y
,
"
 
N
e
w
 W
o
r
l
d
 
P
r
e
s
s
 

1
9
8
1
 

(
『
脳
西

A
湘
容

A
頚
咄
2

』
、
逃
f

非
準
圧
湖
肉
）

。
D
a
v
i
d
A
R
K
U
S
H
 ̂̂̀
 F
e
i
 
X
i
a
o
 T
o
n
g
 a
n
d
 Sociology in 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
y
 
C
h
i
n
a
"
 

（ぷ
t
禄
御
f

判）
1
9
8
1
 
H
a
r
v貸
d
University. 

（
中
文
訳
（
美
）
戴
維
•
阿
古
什
著
、
菫
天
民
沢

五
年
―
一
月
）

一
九
八

一
九
八
六
年
一
〇
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。
J
a
m
e
s
P
 ,
 
M
c
g
o
u
g
h
,
'
＾
 
F
e
,
 
H
s
i
a
o
 ,
 
tung, 
T
h
e
 D
i
l
e
m
m
a
 of 
a
 C
h
i
n
e
s
e
 
Intelle' 

ctual, 
1
9
7
9
 
N
e
w
 Y
o
r
k
 

。
費
考
通
ゴ
一
た
び
江
村
を
訪
れ
る
—
|
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
賞
受
賞
記
念
講
演

L
『
日
中
経
済
協

会
会
報
』
一
九
八
二
年
七
月
号
一
〇
八
号
上
海
『
文
涯
報
』
八
一
年
―
一
月
一
八
日

所
載
。
（
福
武
直
「
中
国
社
会
学
の
復
活
と
現
況
L

も
同
号
に
収
録
）

。
大
里
浩
秋
訳
・
解
説
ぶ
繭
文
『
小
城
鎮
大
問
題
』
と
費
孝
通
の
こ
と
L

『
日
中
経
済
協
会
会

報
』
一
九
八
四
年
八
月
1
八
五
年
一
月
、
六
回
連
載
（
『
江
海
学
刊
』
一
九
八
四
年
一
期
所

載）
。
宇
野
重
昭
『
中
国
に
お
け
る
地
方
都
市
工
業
化
問
題
（
「
小
城
鎮
大
問
題
」
研
究
）
に
関
す

る
中
間
報
告
』
一
九
八
五
年
一

0
月
、
成
践
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

。
藤
原
康
晴
「
中
国
に
お
け
る
解
放
前
・
解
放
後
の
農
村
構
造
1

江
蘇
省
呉
江
県
を
中
心

に
し
て
」
現
代
中
国
学
会
『
現
代
中
国
』
第
六
一
号
一
九
八
七
年
六
月

。
費
孝
通
他
著
、
加
々
美
光
行
監
訳
『
中
国
の
青
年
・
中
年
・
老
年

I
そ
の
生
活
意
識
調
査

報
告
』
蒼
蒼
社
‘
一
九
八
七
年
六
月
。

〔
追
記
〕

箪
者
は
本
稿
執
箪
後
一
九
八
七
年
九
月
一
四
日
1

十
月
三
一
日
に
訪
中
、
雲
南
•
四
川
・

廿
粛
•
青
海
・
内
蒙
古
•
北
京
・
天
津
を
ま
わ
り
、
十
月
十
九H
費
宅
で
又
十
一
月
二
五
日

東
京
に
て
再
会
し
、
以
下
開
発
と
人
口
に
関
す
る
書
を
拝
受
し
た
。

°
費
孝
通
学
術
指
導
。
斯
平
主
絹
『
開
発
辺
区
与
三
カ
支
辺
—
開
発
内
蒙
古
与
三
カ
支
辺
調

査
報
告
和
論
文
選
集
』
、
内
蒙
古
出
版
社
、
一
九
八
六
年
―
―
一
月
。

゜
費
孝
通
『
辺
区
開
発
四
題
』
‘
浙
江
人
民
出
版
社
‘
一
九
八
七
年
二
月
。

°
費
孝
通
『
辺
区
開
発
与
社
会
調
査
』
、
天
津
人
民
出
版
社
‘
一
九
八
七
年
三
月

゜
費
孝
通
『
沿
海
六
行
』
、
江
蘇
人
民
出
版
社
‘
一
九
八
七
年
八
月
。
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瀑計エイズ愚細

百万

図 I, 900 000 

エ
イ
ズ

● """"'● 

ヽ

世界中のエイズ患者数（推定）

1975-1991 

800 000 

700000 

600 000 

1975(西屈｝ 1980 1985 1987 

だ

゜
し
か
し
、
未
だ

の
か
い
が
あ
り
、
峠
は
越
し
た
よ
う

魃
が
去
り

国
際
的
な
援
助
と
協
力

モ
ザ
ン
ビ
ー

ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
は
、
最
悪
の
旱

与
え
給
う
た
試
練
の

、。

っ
カ

挑
戦
状
か
、

あ
る
い
は
神
が
人
類
に

二

0
冊
紀
末
に
お
け
る
悪
魔
か
ら
の

的
に
上
昇
す
る
。
（
図

1
)

エ
イ
ズ
は

数
と
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
者
は
加
速
度

る
確
率
は
高
い
か
ら
、

今
後
の
息
者

発
症
す
れ
ば
、

数
年
以
内
に
死
に
至

療
薬
は
‘
今
の
と
こ
ろ
全
く
な
い
。

万
人
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
、

完
全
な
治

500 000 

は
じ
め
に

400 000 

300 000 

100 000 

IOO 000 

,,,f 

染
者
は
‘
推
定
五

0
0
-
1
0
0
0

患
者
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

H
I
V
感

万
六
千
人
‘

発
病
は
し
て
い
な
い
が

(
A
I
D
S
I
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）

一
九
八
七
年
八
月
時
点
で
、
報
告
さ
れ
て
い
る
エ
イ
ズ
患
者
数
は
‘

世
界
で
約
五

が
猛
威
を
奮
っ
て
い
る
。

医

学

博

士

川

口

雄

次

W
H
o
 （
世
界
保
健
機
関
）

開
発
調
整
官

本
部
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れ
て
い
な
い
保
健
・
医
療
分
野
へ
の
財
源
配
分
は
減
る
一
方
だ
。

経
済
が
発
展
す

と
い
っ
て
借
り
た
借
金
で
首
が

族
計
画
だ
け
で
は
効
果
は
低
い
。

五

0
億
人
と
い
う
途
方
も
な
い
数
に
達
し
た
人

発
途
上
国
で
少
産
少
死
型
に
移
行
す
る
努
力
は

子
供
が
産
ま
れ
て
も
、

か
な
り
の
数
が
五
歳
に
到
達
し
な
い
う
ち
に
死
ん
で
し

越
し
て ア

ン
ゴ
ラ
、

ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
今
後
の
焦
点

は
、
経
済
復
興
と
中
•
長
期
的
な
開
発
に
移
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
そ

そ
れ
な
ら
、

（三

0

0
円
）
、
つ
ま
り
ラ
ー
メ
ン
一
杯
分
さ
え
毎
年
あ
れ
ば
、

（
世
界
保
健
機
関
）

で
き
る
子
供
た
ち
の
死
と
病
気
、
障
害
を
容
認
し
て
い
る
状
態
は
‘
悲
劇
を
通
り

類
が
、

る。1
ギ、

i
,し

が
各
国
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
世
界
拡
大
予
防
接
種
計

人
類
の
大
損
害
で
あ
る
。

ま
う
よ
う
な
開
発
途
上
国
で
あ
れ
ば
、

お
こ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
多
産
多
死
型
を
‘

自
ら
を
管
理
で
ぎ
る
レ
ベ
ル
を
推
持
し
よ
う
と
す
る
時
、

健
衛
生
水
準
を
達
成
す
る
こ
と
は
‘

回
ら
な
く
な
っ
て
い
る
今
日
、

個
人
所
得
は
増
大
し
、

親
は
保
障
と
し
て
多
く
の
子
供
を
産
ん
で

あ
ら
ゆ
る
条
件
の
不
利
な
多
く
の
開

一
面
的
人
口
抑
制
策
や
単
一
家

あ
る
程
度
の
保

目
的
を
成
就
し
得
る
大
き
な
鍵
の
一

人
口
問
題
の
解
決
に
は
条
件
整
備
が
大
切
だ
、

多
数
の
開
発
途
上
国
が
、
国
家
開
発
の
為
に
、

つ
で
あ

即
ち
、
急
が
ば
回
れ
で
あ
る
。

経
済
学
的
見
地
か
ら
は
ま
だ
生
産
セ
ク
タ
ー
と
さ

生
活
レ
ベ
ル
は
上
昇
し
、

社
会
資
本
へ
の
投
資
も

因
疾
病
に
よ
る
障
害
児
を
、

ゼ
ロ
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

予
防

画
で
、
五
百
万
人
の
死
亡
の
み
な
ら
ず
‘
更
に
も
う
五
百
万
人
と
推
定
さ
れ
る
原

二
米
ド
ル

W
H
o
 

に
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

概
算
一
人
当
た
り

い
た
め
に
死
ん
で
い
く
。

安
全
で
確
実
な
技
術
が
既
に
我
々
の
手
の
内
に
あ
る
の

毎
年
、
少
な
く
見
積
っ
て
も
五
百
万
人
の
乳
幼
児
が
、

予
防
接
種
が
な
さ
れ
な

行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

防
的
措
置
が

ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
、

あ
る
い
は
世
界
の
関
係
国
で
考
え
ら
れ
実

ヽ

o

7
カ

二
度
と
あ
の
よ
う
な
悲
劇
的
状
況
が
発
生
し
な
い
た
め
の
予

さ
れ
た
の
か
。

緊
急
援
助
の
時
期
は
終
わ
り
、

で
あ
る
。

一
体
、

ど
れ
だ
け
の
人
々
が
犠
牲
と
な
り
、

ど
れ
程
の
損
害
が
も
た
ら

ク

ボ
ツ
ワ
ナ
や
ソ
マ
リ
ア
‘

エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
事
態
は
ま
だ
深
刻
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国
で
も
同
じ
だ
。

り
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。

い
わ
ば
、

人
口
の
都
市
集
中
は
益
々
加
速
さ

相
も
変

地
方
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
だ
。

他
方
、

地

ン
ス
を
も
と
り
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
ふ

最
も
大
切
な
事
は
‘

一
国
の
中
で
地
域
を

っ
―
つ
取
り
上
げ
、
全
体
の
バ
ラ

な
ら
な
い
。

い
っ
た
最
低
必
要
な
諸
要
素
が
、

と
切
れ
る
こ
と
な
く
推
持
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

ス
ワ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
者
が
い
る
か

だ
け
で
状
況
は
一
変
す
る
。

勿
論
‘

こ
う 医

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
電
気
は

つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

通
信
が
で
き
る
か

国
で
辞
ら
し
た
者
な
ら
肌
で
分
か
る
。

電
気
が
無
い
所
で
は
全
然
望
み
が
な
い
と

地
域
開
発
は
電
気
と
共
に
や
っ
て
来
る
、
と
い
う
の
は
、

二、

基
本
的
保
健
医
療
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備

い
の
だ
ろ
う
か
。

一
休
現
在
よ
り
も
将
来
の
方
が
危
う
い

と
い
う
兆
候
は
満
ち
満
ち
て
い
る
。

で
は
、

然
の
権
利
で
あ
る
は
ず
の
健
康
を
享
受
し
て
い
な
い
、

は
ん
の
少
し
の
例
で
あ
る
。

以
上
は
‘
人
類
が
‘

全
体
と
し
て
も
、

西
暦
二

0
0

0
年
ま
で
、

ま
た
個
人
と
し
て
も
、

残
す
と
こ

我
々
は
ど
う
取
り
組
ん
で
将
米
に
対
す
る
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
ら
良

少
し
で
も
開
発
途
上

簡
単
で
も
よ
い
か
ら
何
か
交
通
手
段
が
あ
る
か
、
村
落
の
近
く
に
最
低
限
必
要
な

医
療
器
具
や
医
薬
品
を
韻
い
て
あ
る
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
の
よ
う
な
所
が
あ
る
か
、

者
は
無
理
と
し
て
も
相
談
し
た
り
、
簡
単
な
治
療
の
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ヘ
ル

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
中
々
進
ま
な
い
の
は
、
何
も
開
発
途
上
国
に
限
ら
ず
先
進

首
都
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
ば
か
り
が
整
備
さ
れ
、

わ
ら
ず
農
村
地
域
は
放
っ
た
ら
か
し
だ
か
ら
‘

本
来
な
ら
ば
当

ろ
一
三
年
足
ら
ず
し
か
な
い
。

六
六
の
加
盟
国
、
に
処
方
箋
は
あ
る
の
か
。

の
人
々
に
健
康
を
」

と
い
う
目
標
を
打
ち
建
て
た

W
H
o
、
そ
れ
に
合
意
し
た

上
昇
し
て
、

ら
す
れ
ば
‘
先
行
き
心
細
く
な
る
ば
か
り
だ
。
「
西
暦
二

0
0

0
年
ま
で
に
‘

全
て

次
第
に
国
民
の
健
康
水
準
が
良
く
な
っ
て
い
く
‘
と
い
う
一
般
論
か
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る
人
は
‘
計
画
な
ど
は
所
詮
立
て
て
も
無
意
味
だ
‘

つ
ま
く
出
来
て
い
な
い
。
そ
し
て
保
健
医
療
計
画
な
ど
一
番
肝
心
と
な
る
べ
き
柱
が

開
発
途
上
国
全
般
に
言
え
る
こ
と
だ
が
、

業
、
産
業
開
発
計
画
、

て
も
明
ら
か
な
如
く
、
先
進
国
で
す
ら
健
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
家
計
画
を

策
定
、

ヽ

し
か
し

国
家
開
発
計
画
全
体
‘

米
国
の
国
家
的
大
赤
字
や
日
本
の
借
金
国
家
予
算
を
見

実
施
す
る
の
は
至
難
の
技
な
の
だ
か
ら
‘

開
発
途
上
国
に
し
っ
か
り
し
た

計
画
を
立
て
ろ
と
い
う
の
は
無
理
な
相
談
だ
と
言
う
人
も
多
い
。
国
の
保
健
医
療

予
算
の
七

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
外
国
か
ら
の
援
助
に
頼
っ
て
い
る
開
発
途
上
国
の
あ

と
本
音
を
も
ら
し
て
く
れ
る
。

本
当
に
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
無
駄
な
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
農

＿一、

地
域
計
画
の
策
定
と
充
実
化

含
む
、
第
一
次
医
療
圏
を
対
象
と
し
て
、

制
を
、
無
い
所
は
徐
々
に
作
り
上
げ
、
不
完
全
な
所
は
適
正
化
し
、

る
所
で
は
効
率
化
を
押
し
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
国
に
よ
っ
て
そ
の

医
療
圏
は
異
な
る
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
‘

も
っ
と
広
い
所
も
、

住
民
が
最
も
必
要
と
す
る
保
健
医
療
体

ま
た
狭
い
所
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
地
域
の
住
民
に
必
要
な
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
を
、

他
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
共
に
整
備
す
る
‘

ク
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
今
後
の
第
一
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
と
す
べ
き
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ス
ト
リ

地
域
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、

要
は

日
本
の
県
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
考
え
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

既
に
存
在
す

展
開
だ
。

具
体
的
に
は

コ
ミ
ュ
ー
ニ
イ
ー
か
ら
地
方
・
地
域
基
幹
病
院
ま
で
を

シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
地
方
、

地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
の
基
本
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
、

健
康
格
差
を
縮
め
、
結
局
は
国
民
の
ヘ

ル
ス
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
を
達
成
す
る
大
き
な
鍵
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
つ
つ
あ
る
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
ー
の
よ
り
住
民
密
着
型
の
保
健
医
療
ケ
ア
ー
の

W

H

O
は
今

も
考
え
も
し
な
か
っ
た
格
差
が
人
々
の
生
活
や
健
康
状
態
に
反
映
さ
れ
る
。

七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

地
域
保
健

康
格
差
は
よ
り
広
が
る
ば
か
り
か

都
市
の
ス
ラ
ム
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
中
央
で

れ
、
都
市
も
地
方
も
両
方
と
も
機
能
麻
痺
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
中
央
と
地
方
の
健
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ン
ト
も
食
わ
れ
て
し
ま
い
、

国
民
の
大
多
数
を
占
め
る
農
民
へ
の
保
健
医
療
サ
ー

最
悪
は
、

医
師
や
看
護
婦
は
集
ま
ら
ず
、

結
局
病
院
の
半
分
も
使
わ
れ
て
い
れ
ば
良
い
方
だ
。

必
要
な

な
く
な
る
。
高
級
な
機
械
や
機
材
を
中
々
使
い
こ
な
せ
な
い
た
め
に
‘
た
な
ざ
ら

地
域
を
対
象
と
し
た
基
本
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
で
あ
り
、
そ
の

地
域
保
健
医
療
計
画
の
策
定
は
‘

つ
け
ら
れ
る
し
、
ま
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
評
価
で
き
る
体
制
が
作
ら
れ
て
く
る
。

外
国
に
対
す
る
援
助
要
請
に
し
て
も
‘

出
て
来
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
病
院
建
設
そ
の
も
の
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な

い

が
ヽ

シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
‘

首
都
に
一
大
病
院
を
建
設
し
て
国
家
の

と
い
う
全
く
無
計
画
‘

総
合
計
画
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
殆
ん
ど
の

開
発
途
上
国
に
お
い
て
悪
い
結
果
を
示
し
て
い
る
。
大
病
院
の
推
持
費
や
ロ
ー
カ

ル
コ
ス
ト
は
援
助
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、
す
ぐ
に
も
財
政
赤
字
で
機
能
し

し
で
放
っ
て
置
か
れ
る
か
、

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が

政
治
一
辺
倒
の
で
た
ら
め
な
話
が

技
術
者
の
訓
練
の
た
め
新
た
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。

国
家
経
営
の
病
院
で
働
い
て
も
給
料
は
低
く
て
割
り
に
合
わ
な
い
か
ら
、

そ
の
病
院
が
建
っ
た
た
め
に
、

国
家
保
健
予
算
の
二

0
1
-
―1
0
パ
ー
セ

地
か
ら
、

地
域
に
対
し
r

あ
る
い
は
投
資
対
象
に
つ
い
て

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

か
な
り
の
地
城
計
画
が
明
確
に
な
れ
ば
、
総
合
的
見

作
業
が
必
要
と
な
り
、

地
域
住
民
の
本
当
に
必
要
な
ニ
ー
ズ
に
あ
る
程
度
応
え
ら

簡
単
で
は
な
い
が
、

そ
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
保
健
分
野
以
外
の
参
加
と
協
同

大
本
と
な
る
べ
き
が
地
域
保
健
計
画
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
開
発
途
上
国
で
の
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
‘

て
い
ず
、

地
域
、
地
方
の
計
画
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、

で
あ
る
。

性
が
低
い
こ
と
、
計
画
に
柔
軟
性
が
無
い
こ
と
、
そ
し
て
計
画
が
細
部
に
わ
た
っ

た
り

問
題
は
、

正
確
な
デ
ー
タ
が
無
い
た
め
に
計
画
の
信
頼

身
に
よ
る
自
分
達
の
将
来
を
構
築
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

国
家
保
健
計
画
だ
け
に
限
っ
て
見
れ
ば
、

っ
て
い
る
が
、
計
画
だ
け
が
先
行
し
て
現
実
離
れ
し
て
い
た
り
、
保
健
医
療
計
画

が
国
家
総
合
計
画
と
調
和
し
て
い
な
い
、

と
不
備
で
あ
る
。

開
発
途
上
国
自

か
な
り
の
国
が
大
ま
か
な
計
画
は
作

あ
る
い
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ

現
在
、
そ
し
て
よ
り
将
来
に
対
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
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W
H
O
は
、
国
家
保
健
計
画
の
中
に

ヘ
ル
ス
マ
ン
パ
ワ
ー
計
画
を
し
っ
か
り

上
国
で
の
昔
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。

ビ
ス
は
益
々
質
量
共
に
低
下
し
、

健
康
格
差
が
広
が
る
ば
か
り
か
国
民
の
健
康
水

と
い
う
笑
え
な
い
事
実
で
あ
る
。

あ
る
地
域
で
や
っ
と
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
。

つ

た

が
ヽ

必
須
医
薬
品
や
器
具
の
供
給
に
財
政
措
置
が
地
域
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
で
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
‘
農
民
が
訪
れ
て
も
何
の
処
罹
も
で
き
な
い

し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
と
な
り
、
結
局
、

一
日
つ
ぶ
し
て
歩
い
て
も
、
中
小
都
市
の
よ
り
良
い
医
院
、
病
院
へ
行
く
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
別
の
例
で
は
‘

そ
こ
で
は
ほ
ん
の
僅
か
だ
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お
金
を
払
う
こ
と
に
し

地
城
計
画
は
、
特
に
財
政
運
用
部
門
と
そ
の
地
域
住
民
と
の
協
調
作
業
が
難
か

し
い
所
で
あ
る
が
、

っ
て
国
民
の
生
死
が
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

傷
病
の
診
断
、

の
で
あ
る
。

あ
る
程
度
の
知
識
と
か
技
術

処
置
に
お
い
て
典
型
的
に
現
わ
れ
る
し
、

当
初
は
良
か

農
民
は
半
日
、

一
人
一
人
の
病
気
、

予
防
活
動
に
お
い
て
も

保
健
医
療
人
材
の
養
成
と
確
保
、
更
に
展
開
は
、
ま
さ
に
そ
の
中
核
を
成
す
も

良
質
の
人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
各
職
種
毎
に
多
数
養
成
さ
れ
る
こ
と

が
当
然
望
ま
し
い
の
だ
が
、
懐
の
さ
み
し
い
開
発
途
上
国
で
は
そ
う
は
問
屋
が
卸

さ
な
い
。
医
師
・
看
護
婦
•
そ
の
他
の
ヘ
ル
ス
・
ワ
ー
カ
ー
の
絶
対
量
の
不
足
、

都
市
へ
の
集
中
に
見
ら
れ
る
不
均
衡
分
布
、

低
質
な
サ
ー
ビ
ス
、

長
期
的
に
は
大
き
な
影
響
力
を
及
ぽ
す
こ
と
に
な
る
。

で
も
よ
か
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
済
ま
さ
れ
な
い
場
面
が
、

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
他
部
門
と
性
質
を
異
に
す
る
の
は
、

な
ど
が
開
発
途

そ
の
質
自
身
に
よ

四、

人
材
の
養
成
と
住
民
参
加

は
将
来
展
望
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

こ
れ
も
ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
で
あ
り
、

こ
れ
無
し
に

利
な
所
を
利
用
し
て
い
な
い
。

た
。
住
民
は
‘
皆
、
旧
来
の
タ
ダ
で
受
け
ら
れ
る
病
院
へ
行
き
、
誰
も
近
く
て
便

れ
た
が
、

地
域
に
く
ま
な
く
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
が
配
備
さ

準
も
上
が
ら
な
い
、
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療
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
う
え
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
ヘ
の
経
済
学
的
総
合
ア
プ
ロ
ー
チ
が

W
H
O
の
大
き
な
政
策
の
一

あ
る
。

筆
者
は

か
な
り
前
か
ら
そ
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
が
、

つ

こ
の
ヘ
ル
ス

あ
り

特
に
国
家
の
財
政
が
増
々
苦
し
く
な
っ
て
来
る
今
日
、

効
率
的
な
保
健
医

経
済
学
的
見
地
か
ら
の
総
合
調
整
が
必
須
で

ル
ス
マ
ン
パ
ワ
ー
計
画
が
総
合
計
画
と
遊
離
し
て
一
人
歩
き
を
し
て
い
る
か
ら
で

ぎ
で
、

い
よ
い
よ
あ
ぶ
れ
て
来
る
。

こ
う
い
っ
た
現
象
が
現
わ
れ
る
元
凶
は

ヘ

先
進
国
の
み
な
ら
ず
い
く
つ
か
の
開
発
途
上
国
で
も
、

近
い
将
来
は
増
産
の
し
過

不
思
議
な
こ
と
に
、
医
師
、
歯
科
医
な
ど
に
つ
い
て
は
‘
そ
の
総
数
に
お
い
て
、

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

こ
れ
と
い
っ
た
効
果
を
挙
げ
て
い
な
い
の
が
残
念
乍
ら
実

に
お
け
る
医
療
人
材
の
不
均
衡
を
解
決
す
る
決
め
手
は
‘
色
々
な
試
み
が
成
さ
れ

態
で
あ
る
。

ま
で
も
な
く
、

開
発
途
上
国
か
ら
の
流
出
は
後
を
断
た
な
い
。

国
内
及
び
国
家
間

ン
か
ら
米
国
へ
、

ア
ラ
ブ
諸
国
へ
と
い
う
顕
著
な
看
護
婦
供
給
源
の
例
を
挙
げ
る

い
た
め
、
農
村
か
ら
都
市
へ
と
い
う
国
内
移
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

フ
ィ
リ
ピ

看
護
婦
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
が
先
進
国
や
お
金
持
ち
の
産
池
国
に
も
高

技
術
流
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

何
と
い
う
無
駄
か
。

収
入
は
期
待
で
き
な
い
か
ら
と
、

最
悪
の
場
合
、
他
国
そ
れ
も
先
進
国
へ
と
頭
脳

0
年
の
歳
月
と
高
価
な
投
資
を
し
た
あ
げ
く
に
、

開
発
途
上
国
で
は
と
て
も
良
い

低

4

1

5
年
の
経
験
が
必
要
で
あ
る
。

使
い
物
に
な
る
医
師
が
誕
生
す
る
ま
で

そ
の
後
最

師
、
看
護
婦
等
は
‘

そ
の
育
成
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。

通

手
に
入
ら
な
い
も
の
は

人
と
技
術
で
あ
る
。

保
健
医
療
資
源
の
中
核
を
な
す
医

医
師
の
場
合
‘

常
一
人
前
に
な
る
ま
で
、
大
学
レ
ベ
ル
で

5

1

6
年
の
専
門
課
程
と
‘

金
が
あ
り
物
が
あ
れ
ば
何
で
も
手
に
入
り
そ
う
な
も
の
だ
が
、

実
際
は
違
う
。

ン
パ
ワ
ー
開
発
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

少
し
は
目
鼻
が
つ
い
て
き
た
よ
う
だ
。

ン
パ
ワ
ー
の
養
成
、

訓
練
、
展
開
を
含
む
‘

い
わ
ゆ
る
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
・
マ

独
で
は
な
く
‘
住
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
最
も
適
正
に
対
応
で
き
る
ヘ
ル
ス
マ

が
今
ま
で
に
計
画
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
基
本
は
‘

マ
ン
パ
ワ
ー
計
画
単

策
定
す
る
よ
う
助
言
を
し
技
術
協
力
も
し
て
来
て
お
り

か
な
り
の
開
発
途
上
国
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ェ
イ
ズ
は
元
よ
り
、
他
の
保
健
問
題
に
つ
い
て
も
、

W

H

O
が
調
整
‘

世

指
導
機
関

は
、
住
民
参
加
と
相
ま
っ
て
効
果
を
発
揮
す
る
。

ぅ゚

正
し
い
知
識
を
、

信
頼
で
き
る
情
報
源
か
ら
与
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

種
を
受
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
ろ

住
民
は
予
防
接

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
注
射
針
を
介
し
て
エ
イ
ズ
が
伝
染
す
る
、

と
い
う
話
が
誠

ー
ビ
ス
の
成
否
を
も
時
に
は
決
す
る
。

一
例
を
挙
げ
よ
う
。

も
し

信
頼
で
き
る
人
々
か
ら
伝
え
ら
れ
る
か
は
保
健
サ

い

か
に
舌旦
’’’‘ 

力
は
予
想
以
上
に
大
き
い
。

ど
れ
程
質
の
良
い
印
刷
物
が
出
来
て
も
、

そ
れ
ら
は

ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
最
貧
国
で
は
、
口
こ
み
や
人
づ
て
に
伝
わ
る
情
報
の
持
つ

の
識
字
率
が
約
五

0
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
開
発
途
上
国
で
、
あ
る
い
は
三

0
パ

人
、
家
庭
‘

性
疾
患
が
滅
少
し
、
簡
単
な
便
所
と
下
水
処
理
に
よ
っ
て
伝
染
病
の
予
防
を
す
る
。

正
し
い
知
識
の
普
及
は
、
住
民
側
の
参
加
を
促
す
の
に
不
可
欠
で
あ
る
。

直
接
全
て
の
民
衆
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
使
え
な
い
状
態
だ
か
ら
、

差
を
少
な
く
確
実
な
情
報
を
、

し
や
か
に
住
民
に
伝
え
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
考
え
て
欲
し
い
。

予
防
接
種
を

国
際
的
レ
ベ
ル
で
の
正
し
い
信
頼
で
き
る
情
報
の
提
供
は
更
に
菫
要
で
あ
り
、

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
‘
憲
章
上
そ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
超
え
て
、

界
人
類
の
健
康
水
準
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

成
人

れ
ば
健
康
水
池
の
維
持
は
ま
こ
と
に
難
か
し
い
。

須
薬
品
を
補
給
す
る
。

開
発
途
上
国
の
村
落
で
は
、

こ
れ
ら
の
協
同
活
動
が
な
け

共
同
体
で
少
額
だ
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
、

ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
に
常
に
新
ら
し
い
必

参
加
と
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。

清
潔
な
水
の
供
給
に
よ
っ
て
下
痢

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
健
康
に
対
す
る
認
識
、
そ
し
て

の
泡
だ
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
根
本
は
自
助
努
力
だ
が
、

こ
れ
は
個

住
民
の
積
極
的
な
参
加
が
な
け
れ
ば
、

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

つ
つ
あ
る
の
で
、
徐
々
に
で
は
あ
ろ
う
が
財
政
的
に
も
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
面
か

ら
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
適
正
な
マ
ン
パ
ワ
ー
計
画
が
作
ら
れ
実
施
さ
れ
て
い

と
な
る
に
至
っ
た
。

せ
っ
か
く
の
保
健
医
療
地
域
計
画
も
水

い
く
つ
か
の
開
発
途
上
国
も
こ
う
い
っ
た
視
点
を
取
り
入
れ
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め
る
と
は
限
ら
な
い
。
先
進
国
が
、

と
り
わ
け
日
本
が
、

日
本

な
費
用
が
か
か
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
‘

不
幸
に
し
て
全
て
の
試
み
が
成
功
を
収 明

価
‘
容
易
に
使
え
る
診
断
方
法
が
無
く
て
は
駄
目
だ
し
、

無
い
現
状
で
は
‘

騒
い
で
み
て
も
、
本
当
に
人
体
に
安
全
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
確
実
な
避
妊
方
法
が
開

計
画
を
個
人
や
家
庭
に
普
及
さ
せ
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

国
際
協
力
は
‘

し
て
で
は
な
く
‘

こ
と
に
な
る
。

治
療
薬
も
ワ
ク
チ
ン
も

武
器
は
知
織
の
普
及
に
よ
る
予
防
し
か
な
い
。

人
口
爆
発
だ
と

今
、
特
に
こ
の
技
術
・
研
究
開
発
と
技
術
移
転
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
情
報
と
人
材
の
交
流
に
よ
っ
て
、

お
け
る
研
究
開
発
作
業
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
実
験
室
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
に

昨
日
ま
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

日
に
は
大
い
な
る
希
望
へ
と
つ
な
が
る
進
歩
が
あ
る
。

確
か
に
、
投
資
に
は
莫
大

よ
り
多
く
の
技
術
的
、

財
政
的
投
資
を
保
健
医
療
分
野
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
単
に
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
と

人
類
の
健
康
と
福
祉
の
た
め
の
共
同
財
産
づ
く
り
に
貢
献
す
る

投
資
の
結
果
と
し
て
パ
テ
ン
ト
が
得
ら
れ
で
も
す
る
な
ら
、

発
さ
れ
な
け
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
は
混
乱
し
、

効
果
的
な
家
族

に
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

エ
イ
ズ
だ
と
飛
び
上
が
っ
て
も
、

確
実
で
安

ヽ

し
か
し

ま
だ
ま
だ
多
く
の
分
野
で
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
技
術
開
発
が
急
速

安
全
で
効
果
的
、

更
に
安
価
で
手
に
入
り
使
い
易
い
技
術
の
開
発
、
更
に
そ
の

人
々
の
健
康
に
直
接
的
影
響
を
及
ぼ
し
、
実
際
、
数
多
く
の
疾
病

を
過
去
の
も
の
と
し
、

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、

用
の
冷
蔵
庫
、

技
術
移
転
は
、

五、

結
果
的
に
平
均
寿
命
を
延
ば
し
つ
つ
あ
る
。
各
種
の
新
型

な
ど
で
世
界
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
拡
大
予
防
接
種
計

画
、
新
ら
し
い
マ
ル
チ
・
ド
ラ
ッ
グ
・
療
法
の
使
用
に
よ
っ
て
夢
で
は
な
く
な
っ

た
ラ
イ
病
の
根
絶
‘

低
量
の
ホ
ル
モ
ン
の
付
加
だ
け
で
近
い
将
来
可
能
と
な
る
で

あ
ろ
う
避
妊
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、

環
境
を
汚
染
せ
ず
に
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
蚊

を
絶
滅
す
る
新
ら
し
い
化
学
物
質
等
、
数
え
上
げ
れ
ば
相
当
な
数
の
技
術
・
研
究

開
発
と
そ
れ
の
応
用
が
各
分
野
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
を
冷
凍
保
存
で
き
る
安
価
な
冷
蔵
庫
や
太
陽
熱
利

技
術
・
研
究
開
発
へ
の
投
資
と
国
際
協
力
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の
た
め
に

我
々
は
今
‘

人
々
が
当
然
享
受
す
べ
き
健
康
の
格
差
を
世
界
か
ら
追
放
す
る
戦

な
い
。

ラ
ー
メ
ン
一
杯
分
に
満
た
な
い
保
健
医
療
費

は
‘
年
間
約
六
•
五
米
ド
ル
、
最
貧
国
で
は
、

七
米
ド
ル
に
過
ぎ

開
発
、

技
術
移
転
の
分
野
で
、
国
際
機
関
や
民
間
を
も
混
じ
え
た
、

ク
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

保
健
医
療
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
投
資
と
出
費
は
非
生
産
的
で
あ
る
、
端
的
に
言

保
健
医
療
に
は
ビ
タ
一
文
出
せ
な
い
ら
し
い
。

ク
ス
的
転
回
が
必
要
だ
。

0
と
人
類
の
勝
利
で
あ
る
。

ヽ

も
う

天
然
痘
と
い
う
世
界
中
に
流
行
し
た
伝
染
病
が
地
球
上
か
ら
消
滅
し
た
。

あ
ば
た
を
作
る
予
防
接
種
も
、
海
外
旅
行
を

一
人
一
人
が
病
気
を
予
防
し
て
、

送
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
‘

し
か
使
わ
れ
な
い
所
で
、

う
の
で
あ
る
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
生
産
的
な
生
活
を

病
人
が
一
人
出
て
そ
れ
を
看
護
す
る
の
に
も
う
一
人

分
取
ら
れ
る
状
態
を
比
較
し
た
時
の
社
会
の
損
得
状
況
は
説
明
を
加
え
る
ま
も
な

い
。
保
健
医
療
に
使
わ
れ
て
い
る
一
人
当
た
り
の
公
的
支
出
は
、

一
年
間
で
一
人
二
五

0
円‘

た
っ
た
の
一

開
発
途
上
国
で

果
た
し
て
人
は
健
康
で
い
れ
る
だ
ろ
う
か
。

い
の
中
に
い
る
。
健
康
と
生
命
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
道
を
来
た
る
べ
き
世
代

共
通
の
目
標
と
し
て
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
か
ら
思

で
あ
る
。

用
を
世
界
中
で
使
わ
な
い
で
済
む
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

人
類
は
丸
も
う
け

す
る
時
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

そ
の
上
、
毎
年
一

0
億
米
ド
ル
ず
つ
の
費
W

H

 

ま
ず
、

こ
の
考
え
方
に
コ
ペ
ル

多
く
の
為
政
者
に
あ
る
よ
う
だ
。

ダ
ム
建
設
や
鉄
道
に
は
財
源
を
投
下
し
て
も

っ
て
、

も
う
け
に
な
ら
な
い

と
い
う
何
や
ら
盲
信
的
と
も
言
え
そ
う
な
考
え
が

お
わ
り
に

何
と
か
食
っ
て
い
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
技
術
・
研
究

は
多
数
の
知
的
所
有
物
に
よ
っ
て
‘
将
来
仮
り
に
貿
易
赤
字
国
に
転
落
し
て
も
、
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lAPDA• 

m翻「
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
労
働
力
流
出
に
関
す
る
調
査
研
究
」

調
壺
団
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
。
（
団
長
~
岡
崎
陽
一
、
原

洋
之
介
、
戸
田
有
信
、
中
鉢
富
美
子
‘
遠
藤
正
昭
）

「
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
労
働
力
流
出
に
関
す
る
調
査
研
究
」

研
究
会
開
催
。

W
H
0
本
部
ブ
ル
ゲ
マ
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3. 日本の人口転換と農村開発

Demographic Transition in Japan and Rural Deve- ! l 戸輝謁躙賢;~ ／雇鳴
lopment (英語版）

昭和58年度

1'中華人民共和国人口家族計画基礎調査報告書 4 . Survey of Fertility and Living Standards in Chinese 

Basic Survey on Population and Family Planning Rural Areas -Data - All the households of two 

in the People's Republic of China (英語版） villages in Jilin Province surveyed by questionnaires 

生育率和生活水平芙系中日合作澗査研究扱告お
（英語版）

（中国語版） 美干中国衣村的人口生育率与生活水平的渭壺扱告

一対干吉林省団介村速行全戸面談凋在的培果

三統 it堪＝ （中国語版）

昭和59年度

1. アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書 5. スライド 日本の農業、農村開発と人口
―インド国― ーその軌跡一 （日本語版）

Report on the Survey of Rural Population and 
Agricultural & Rural Development and, Population 

Agricultural Development in Asian Countries 
in Japan (英語版）

-India― （英語版）
日本衣北衣村的友展和人口的推移（中国語版）

2. 東南アジア諸国等人口• 開発甚礎調在報告書
Perkembangan Pertanian, Masyarakat Desa Dan 

—タイ国
Kependudukan Di Japang (インドネシア語版）

! Report on the Basic Survey of Population and Deve. (以上4カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ ー

lopment in Southeast Asian Countries ンクールにて優秀賞を受賞しました。）

-Thailand 
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! 4 日本の労慟力人口と開発 ！ 
! 
Labor Force and Development in Japan (英語版）

! 5 人口と開発関連統計船 l 
Demographic and Socio・Economic Indicators on 

Population and Development (英語版）

6. 日本の産業開発と人口

――その原動カ・電カー一 （日本語版）

Industnal Development and Population in Japan 

The Prime Mover・Electricity (英語版）

日本的戸並友展与人口

――其原功カー曳代― （中国語版）! Pembangunan Industri dan kependudukandi Jepang 
! ―Penggerak Utama. Tenga Listrik l 

（インドネシア語版）
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